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杭数設計支持力
杭　径

杭の先端の深さ SGL-
特記事項

(kN/本) (m) (ｾｯﾄ)

材質

(２００箇所を越えるときは、２００箇所ごと)に１回行い、１回の試験は５本以上とする。

型枠存置期間

材料    合板厚 １２㎜を標準とする。

型  枠(３)

  5N/mm
2

100%85%

設計基準強度の
設計基準強度の50%

5

3

2

はり下スラブ下スラブ下､はり下基礎､はり側､柱､壁

支　　柱せき板

の圧縮強度
コンクリート

未満
5℃

～15℃
5℃

以上
15℃

位
部

種類

取り払って、盛り変えをしてはならない。

(２)鉄  筋

高強度せん断補強筋は、JIS G3137に規定されるＤ種１号適用品とする。

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは、

「鉄筋コンクリート構造配筋標準図(１)(２)」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋

標準図(１)(２)」による。

社）日本鉄筋継手協会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと

(スパイラル型)とする。

コンクリート及び鉄筋の試験は、「建築物の工事における試験及び検査に関する

試験機関名

代行業者名

代行業者とは、試験、検査に伴う業務を代行する者をいう。

Ｄ１９未満は、すべて重ね継手とする。継手(Ｄ１９以上)をガス圧接とする場合は、

柱の帯筋(ＨＯＯＰ)の加工方法は､

外観検査

注)１．片持ばり、庇、スパン９．０ｍ以上のはり下は、工事監理者の指示による。

注)２．大ばりの支柱の盛り変えは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。

注)３．支柱の盛り変えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注)４．盛り変え後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注)５．支柱の盛り変えは、小ばりが終わってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を

注)６．上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。

場合は、赤錆は発生しないままでよい。

高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順序は

部材が十分密着するよう注意して行う。また、締付けは原則として２度締めとする。

座金外径2倍以上の範囲でショットブラスト､グラインダー掛け等をもちいて除去した後､

屋外に自然放置して発生した､赤錆状態であること｡

但し、ショットブラスト、グリットブラストによる処理で表面あらさが50Ｓ以上である

締付け後の検査は､各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する｡

構　造　設　計　特　記　仕　様　書
適用は　　　印を記入する。１．建築物の構造内容

工事名称(１)

４．地業工事

PHC

スクリューパイルEAZET工法

ｺﾝｸﾘｰﾄ Fc= 

ｾﾒﾝﾄ量

鉄  筋    主筋    

試験杭

杭施工結果報告書施工計画書承認杭仕様

第          号

拡底杭

BH

ﾐﾆｱｰｽ

拡底杭

ｱｰｽﾄﾞﾘﾙ

ﾘﾊﾞｰｽｻｰｷｭﾚｰｼｮﾝ

ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ

ｺﾝｸﾘｰﾄ杭

場所打ち

埋込み(ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ工法)

打ち込み

STK490SS400鋼材

PCPC

鋼管

PHC

RC

備  考施工法材  料杭  種

(２)

ベタ基礎直接基礎(１)

杭基礎

ｾﾝﾀｰ認定

2
N/mm

kg/m 3

５．鉄筋コンクリート工事

場合は１２０分、２５℃以上の場合は９０分以内とする｡

ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコンクリート

なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が２５℃未満の

コンクリート圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事すること。

の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、

コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関しては「公共建築工事標準

又は現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと打ち込み日ごととする｡

６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。

その必要本数を採取する。なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り

標準とする。一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車から

構造体ｺﾝｸﾘｰﾄについて現場の圧縮強度試験供試体(JASS5T-603)は、現場水中養生、

表示部を一回の測定ごとに撮影した写真（ｶﾗｰ）を保管し承認を得る。

センターの技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術

寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合､

打ち込み、養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得る事｡

また、打込み量が１５０ｍ3 をこえる場合は１５０ｍ3 ごとまたは、その端数ごとに一回を

測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、

(１)

同一試料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

コンクリート

仕様書」(平成１９年版)による。

コンクリート強度に関しては、設計基準強度に温度補正値及び品質管理に伴う補正値

高性能ＡＥ減水剤を使用した場合のスランプの上限値は21cmとする。

夏期配合は各地域により適用期間が異なるため、確認すること。

高性能ＡＥ減水剤は、Fq≧30 および夏期配合の場合に使用する。
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６．鉄骨工事

（３Ｎ／ｍｍ2）を加えた呼び強度が４０Ｎ／ｍｍ2を超えた場合は、国土交通大臣の

認定品を使用する事。

Ｈ型(タガ型) Ｗ型(溶接型) Ｓ型

有 無、 引張試験 超音波探傷試験有 無、 有 無

SC
国交省告示１４６４号に関する溶接部の検査

(６) 防錆塗装

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工

場塗装と同じ錆止めペイントを使用し２回塗りとする。

適　用

室内屋外
塗　　　　　料 種　類 標準膜厚

30 μm

35 μm

15 μm

35 μm

・

・・

・・

・・

鉛，クロムフリー錆び止め

一般用錆止めペイント

ジンクリッチプライマー

シアナミド鉛錆止めペイント

JISK5674

JISK5621

JISK5552

JISK5625

(３) 工事監理者が行う検査項目

(　　 印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること。)

現寸検査 組立･開先検査 製品検査

建方検査

(４) 接合部の溶接は下記によること．

東京都アーク溶接工事管理規準(建築構造設計指針第１２章)

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱 (建築構造設計指針第１２章)

日本建築学会「溶接工作規準、同解説」

(５)

溶接部の検査(検査結果は後日工事監理者に報告すること)

検査箇所 検査方法
検査率又は検査数

社　内 第三者
備　考

突合せ溶接部
超音波探傷試験

外観(目視)検査

マクロ試験･その他

第三者検査機関名

％
個

％

個

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ

検査を代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

註)現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと。

接合部の検査

工事監理者

％100

100

第３者による

検査は6.(2)

による。

大臣認定 Ｒグレード以上は、第３者検査率30%以上とする。

社内検査表

特殊ボルト高力ボルト鋼材

材料規格証明書または試験成績書

「建築工事共通仕様書」(平成９年版)

日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

工作図製作要領書製作工場

工事監理者の承認を必要とするもの。(２)

鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

鉄骨工事は指示のない限り下記による。(１)

個
％

30 ％％

個 個

　  第三者検査は、AOQL 4.0%　第６水準を採用してもよい。

0

30 0

（目視及び計測）

第1464号第二号による

※平成12年建設省告示

※

大臣認定 Ｊグレード以上は、第３者検査率50%以上とする。

(社)  鉄骨建設業協会「突合せ継ぎ手の食い違い仕口のいずれの検査補強マニュアル」

PRC

布基礎

載荷試験 無有

無有試験掘独立基礎

深さ設計GL-             

長期許容支持力度

  (    A種    B種    C種) 

  (    A種    B種    C種) 

  (    A種    B種    C種) 節付き PHC杭

(   有    無)　 (   打ち込み    載荷)

監理者が指定する機関

監理者が指定する機関

施工はＪＡＳＳ５による。

ポルトランド
セメント

早強
ポルトランド
セメント セメント

早強
ポルトランド

高炉

セメント

普通
ポルトランド

セメントＡ種

シリカ
セメントＡ種セメントＡ種

シリカ

セメントＡ種

ポルトランド
普通

セメント

高炉

セメントＡ種
シリカ

セメントＡ種

ポルトランド
普通

セメント

高炉

ポルトランド
早強

セメント

高炉

セメント

普通
ポルトランド

セメントＡ種

シリカ
セメントＡ種

早強

平均気温

の

存置期間

の

セメント

種類

（日）

齢
材

施工計画書

中ボルト

・　1種

・　1種

・　1種

・　2種

・　2種

・　2種

認定または登録工場（大臣認定　Ｓ　Ｈ　Ｍ　Ｒ　Ｊ　グレード）を標準とし、監理者の指示による。

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。設ける場合は設計者の承認を得ること。

設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を５㎝以上とする。

ＣＤ管及び、合成樹脂可とう電線管使用の場合は、構造設計者と十分協議の上使用の事。

７．設備関係

８．その他

給湯設備は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない

構造とすること。満水時の質量が15ｋｇを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障

・令第129条の2の3事項

建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれが

ないものとすること。

屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の

構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造上主要な部分に緊結すること。

煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の

場合は、鉄製の支枠を設けたものを除き、90ｃｍ以下とすること。

煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5ｃｍ以上とした

鉄筋コンクリート造又は、厚さが25cm以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくは

コンクリートブロック造とする。

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備（給湯設備　を除く。）は、

風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造

とすること。

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを

設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手

又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震

その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに

類するものにあっては、建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に

対して構造耐力上安全なものとすること。

*

のない構造として、平成12年建設省告示第1388号第5に規定する構造方法によること。

昇降機については、

昇降機の荷重を建築物本体へ考慮した設計を行う。

昇降機の受け材が直接取り付く梁、小梁、床等の安全性等の設計を行う。

*「給湯設備」：建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたもの

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

セメントは、ＪＩＳ　Ｒ５２１０の普通ポルトランドセメントを標準とする。

高力ボルトは「ＪＩＳ Ｂ１１８６の高力ボルト」を標準とする。摩擦面の処理は黒皮などを

鉄筋はＪＩＳ Ｇ３１１２の規格品を標準とする。

三次市農業交流連携拠点施設改修等工事

三次市農業交流連携拠点施設改修等工事

壁式ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造(ＷＰＣ)

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造(ＰＣ)

鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造(ＳＲＣ)

壁式鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造(ＷＲＣ)鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造(ＲＣ)

鉄骨造(Ｓ)補強ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造(ＣＢ)木造(Ｗ)

構造種別

プレストレスト鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造(ＰＲＣ)

(２)

２．使用構造材料

21

18

設計基準強度種　類適用箇所

普通     

普通     

普通     

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

捨ｺﾝｸﾘｰﾄ

備　考
ｽﾗﾝﾌﾟ

コンクリート(１)

(Ｎ/mm ) (cm)

D19～D25

D10～D16

D10～D16

特殊継手

ｶﾞｽ圧接継手

重ね継手SD295A

継手工法使用箇所径種　　類

溶接金網

丸　　鋼

異形鉄筋

鉄　筋(３)

190150120100厚さＣ種Ｂ種Ａ種

コンクリートブロック(２)

無有

無有

備    考現場溶接使用箇所

鉄  骨(４)

D19～D25

21

SS400

種　　類

STK400
鋼    材

ＲＣ躯体

15

15

2

普通     混和剤(JIS G 6204)

※1

※1

※1) 水セメント比の最大値は60%とする。単位セメント量の最小値は270kg/m3とする。

 　　単位水量の最大値は185kg/m3とする。

(               )

STK490 STKN490B

RC躯体全般

普通、F10T高力ボルト

ボルト(５)

特殊､S10T 認定品 M12 M20M16( M22)

使用箇所の詳細については別途図示とする。

無有胴縁SSC400

無有

無有SN400C ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ

無有STKR400

控え柱

大梁・小梁・その他

SN490C

柱（雪除け屋根）

SNR400B ﾌﾞﾚｰｽ

F8T溶融亜鉛メッキ高力ボルト

0.8 m（雪除け屋根基礎）

： 55kN/㎡（ボーリング No2 によるもの）

ＡＢＲ４００

中ボルト

地盤調査資料(１)

3.地盤

       Φ=      L=　     mm 

アンカーボルト

屋根､床､壁(６)

スタッドボルト

柱脚リストに依る

ボルト戻り止めを施すこと。

(ｼﾝｸﾞﾙ､ﾀﾞﾌﾞﾙ) 

（屋根ふき材（昭46建告109）は施行令第39条に適合させる）

有 (    敷地内､    近隣)

種類：4.8

ＳＳ４００

屋根：折版（H=88mm t=0.8)

[MBLT-0125(同等品)]（溶融亜鉛メッキ使用箇所は、F8T とする。）

監理者の指示による

・

2023.12.01 D-003

構造特記仕様書

―
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・SCALE(Ａ２版)＊７１％(Ａ３版) 三次市農業交流連携拠点施設改修等工事

３００以上末端部の添巻は

（１）　構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

（２）　記号
ｄ…異形棒鋼の公称直径又は丸鋼の直径 Ｒ…直径Ｄ…部材の成　　　　

＠…間隔　　ｒ…半径 …部材間の内法高さ…中心線 …部材間の内法距離lo h o

直径又は丸鋼

２．鉄筋加工、かぶり

（１）　鉄筋末端部の折曲げの形状

折曲げ角度

図

鉄筋の余長

18027 13527 9027

以上
以上8d

d

R

d

R

d

R

備　　考

d

8d以上

（２）　鉄筋中間部の折曲げの形状

あばら筋

（３）　鉄筋の定着及び重ね継手長さ

( )
2

つき

継手
１．末端のフックは、定着および継手の長さには含まれない

２．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

５．鉄筋径の差が７ｍｍを超える場合は、圧接としてはならない

θ

θ 0>8

d

圧接継手 L1 L1

重ね継手（下図のいずれかとする）

（４）　かぶり厚さ

かぶり厚さ

ａ．丸鋼 ｂ．あばら筋、帯筋 ｃ．煙突の鉄筋　

ｅ．単純梁の下端筋

ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所

柱

梁

３．杭

所定の位置に止まった場合 所定より低く止まった場合

補強筋

基礎下端

（２）　現場打コンクリ－ト杭

φ

φ

φ

LC

４．基　礎

45

b ba

（１）　直接基礎

（２）　杭基礎

LC

かぶり厚さ

LC LC

（３）　べた基礎

（４）　基礎接合部の補強

Ｌ
1

L1

2

１

１．耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

但し、上筋と下筋を読みかえる

２．①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

L2
※ ※

※
※
※

※

H

Ｗ１の三角壁の厚さは、２００以上又は地中梁幅とし

配筋は同厚の壁リストにならう

５．地中梁

梁
幅

６．柱

（１）　柱主筋の継手　

圧接継手 重ね継手

継手の好ましい位置

（３）帯筋

（４）　斜め柱・斜め梁

1
.
5
D

L
2

１

柱　Ｄ

1.
5
D

柱　Ｄ

P
P

P
P

１

梁
　

Ｄ

柱
　
Ｄ

１

１

（５）　絞り

注１．　１．５Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻とし＠１００以下とする

注２．　①の鉄筋は２－Ｄ１３かつ、２本の一段太い鉄筋とする

（６）　二段筋の保持

帯筋より１サイズ太く

又は同サイズ２本

D

e

ｅ＜Ｄ／６

D

L
2

4
0
0

15d

e

L
1

a

a

a

a

a

１．一般事項

CL

み用いる

＊片持スラブ上端筋の先端

図

特別の定着及び

重ね継手の長さ

定着の長さ

下ば筋

小梁 スラブ範囲

鉄筋の種類

（５）　鉄筋のあき

（６）　鉄筋のフック （ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける）

ベ－ス筋

ａ＝Ｄ1＋２ｄの範囲

主筋間隔は２００以下

ｂの範囲

主筋間隔は１．５倍かつ

３００以下

a

1

a

注３．フックおよび継手の位置は、交互とする

注１．第一帯筋は、梁づらに入れる

注２．Ｗ型で現場溶接をする場合は

主筋の位置 をさける

○柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一　　　 　○柱幅と斜材幅が異なる　 る　○柱脚で斜材とな

4ｄ

3ｄ以上

1.5L1以上

ＳＴ…あばら筋　　  ＨＯＯＰ…帯筋　　　Ｓ．ＨＯＯＰ…補強帯筋　　　　　　　　　φ…

余長　 余
長 余

長

ｽﾗﾌﾞ筋・壁筋の末端部又は
ｽﾗﾌﾞと同じに打ち込むT形お
よびL形梁のｷｬｯﾌﾟﾀｲにの

ｷｬｯﾌﾟﾀｲ

鉄筋の折曲げ角度９０゜以下

ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋

（Ｌ2）

（Ｌ3）

（Ｌ1）

a≧400

HOOP@150

ｺﾝｸﾘ-ﾄ止め板

D1 捨ﾌ-ﾌﾟ

余長4ｄ

20
ｄ

以
上

2
0
ｄ

以
上

20ｄ 40ｄ

ﾊﾝﾁを付けた場合(a≧3)

≧
1
5
d 4
0

60

L1

W1

L1

L
2

500<H<1000

2-D16以上

45゜～60゜

3-
D
13

L2

300

※印筋はD10-@200とする

Ｈ≦５００※印筋は不用とする

h
o
/
4

h
o
/
4

h
o/

2

標
準

=1
0
00

h
o
/
4

h
o
/
4

h
o/

2

h
o

L2

L2

L2

L2

L
2

L2

4d

4d

ｅ≦Ｄ／６

100

100

6d

6d

6d以上

（※4ｄ以上）（※4ｄ以上）

折曲げ内法寸法Rは､SR235は3d以上､SD295A,SD295B,

SD345のD16以下は、3d以上、D19以上は4d以上

6ｄ以上

8ｄ以上

4ｄ以上

鉄筋の折り曲げ

内のり寸法（Ｒ）

帯　　筋

鉄筋の使用箇

所による呼称
鉄筋の種類

鉄筋の径によ

る区分

φ16

19φ

D19
以上

D16

φ16

D16

以下

以下

19φ-25φ

D19-D25

28φ-32φ

D29-D38

SR235.SD295A

SD295B.SD345

SD295B.SD345

SR235.SD295A

上記以外の鉄筋

d

R

d

R

普通．軽量コンクリ－

トの設計基準強度の

35ｄフックつき

45ｄフックつき

35ｄまたは

25ｄフックつき

40ｄまたは

30ｄフックつき

一  般

25dフックつき

25dまたは

15dフックつき

15㎝フック

10dかつ

15cm以上

35dフックつき

45dフックつき

40dまたは

30dフックつき

45dまたは

35dフックつき

４．Ｄ２９以上の異径鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない

３．直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

ｶﾞｽ圧接形状 3mm以下

約0.5L1

1.2d以上

d 1.4d以上

圧接面

d/5以下

圧接面 圧接面

d/4以下

ひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶり、

厚さ部分的に減少する箇所についても

最小かぶり厚さを確保する。

部　　　位

土に接地

しない部分

土に接する部分

床スラブ

非耐力壁

柱

は　　　り

耐力壁

擁　　　　　　壁

柱・はり・床スラブ・耐力壁

基　礎　・　擁　壁

屋　内

屋　外

屋　内

屋　外

設計かぶ

り厚さ(mm)

最小かぶ

り厚さ(mm)

30

40

40

50

50

50

70

30(20)

30

40

40

60

(1)

(2)

(3)

40  (30)(1)

(4)

(4)

（注） (1) 耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて

30mmとすることができる。

(2) 耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて

40mmとすることができる。

(3) コンクリ－トの品質および施工方法に応じ、工事監理者の承認

を受けて40mmとすることができる。

(4) 軽量コンクリ－トの場合は、10mm増しの値とする。

(5) （　）内は仕上げがある場合。

図の●印の鉄筋の重ね継手の

末端にはフックが必要

ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）

丸鋼では径、異径鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上

粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25以上

異径鉄筋 丸鋼

do doあき

間隔

あき

間隔

d d

φ

はつり部分 HOOP筋の継手は片側溶接

10d又は重ね継手40d

（両側） （片側）

斜め筋　３－Ｄ１３以上

４．埋戻し土のある場合は40を70とする

３．②の鉄筋はD13以上　

(４)水平ハンチの場合のあばら筋加工要領 (５)せいの高い梁のあばら筋

加工要領図

※｛

｝
※

 
２

－
Ｄ

※一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる

梁
幅

ハ
ン

チ

1

6-8

ﾊﾝﾁ ﾊﾝﾁ
梁幅

イ Ｄ

Ｄ：1500を越える場合

8
d

8
d

SR235

SD295A

SD295B

SD345

Ｌ
2

ｌ＞φの場合は工事監理者の指示による

フック付 フック無し

ａ＝1.5ｘ（呼び名の数値）

6φ-@1000

6φ-@1000

※

Ｌ２L2

※

外端部　 内端部　

外端部　 内端部　

L
2

※※

L
2

L2

上端筋継手範囲 下端継手範囲 上端筋継手範囲

L2

Ｌ
2

ｌo

ｌo／２ｌo／４ ｌo／４

（１）　独立基礎、杭基礎の場合（定着、継手）【スラブがつかない場合】

（３）　布基礎、べた基礎の場合（定着、継手）

（２）　独立基礎、杭基礎の場合（定着、継手）【スラブがつく場合】

Ｌ
2Ｌ2

ｌo/4 ｌo/4

ｌo

ｌo/2

15d
Ｌ1（継手）

Ｌ1（継手）

※

Ｌ２L2

15d※

外端部　 内端部　

Ｌ
2

Ｌ
2Ｌ2

ｌo/4 ｌo/4

ｌo

ｌo/2

15d
Ｌ1（継手）

15d 15d Ｌ1（継手）

Ｌ1（継手）

h
o

4
00

以
上

4
00

以
上

h
o/

2
+1

5
d

ho

h
o
/
2+

1
5d

L
2

L
2

150以上
L1

鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄

筋並びにはりのせいが小さく、

設計応力に対して必要な定着長

さが不足する箇所に付ける。

（２）　柱主筋の定着

L
2
以

下

L1

主筋と同径

補強かご鉄筋

柱頭補強かご鉄筋

ハ スパイラル型Ｓ型（ ）ロ Ｗ型（ ）溶接型

ｌ

L

ｌは片面溶接１０ｄ

両面溶接５ｄ以上

5d以上

10d以上

15d

2d 2d

12d

Ｌ

Ｌは５０ｄ以上かつ３０cm以上とする

5d

12d

12d

１．５巻以上とする

Ｌは中間部５０ｄかつ

Ｈ型（ ）タガ型

□　型

型

□　型

イ

135ﾟ

6d

8d

6d
4d

6d

D

第一帯筋

第一帯筋

〃

〃

150以下

150以下
P1

設計ピッチ以下

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

ﾊﾟﾈﾙ部分は

0.2％以上

とする

20屋根スラブ

（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。)

（１）ＰＲＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う

但しｌ＜φの場合

50

HOOP@150

3-D16

45

150

基礎下端

1
5
0ｌ

Ｌ
2

φ

1
.
5
φ

600φ

10-D16

500φ

8-D16

450φ

D10@150

400φ

8-D13

300φ・350φ

6-D13 10-D13

杭　　　径

補　強　筋

ＨＯＯＰ

杭頭処理

重
ね

継
手

4
5
d

ｽﾍﾟｻ-

ﾌﾗｯﾄﾊﾞ-@3000

（各4ｹ所）

100以上とする

主筋のかぶりは

杭間隔は2xφかつφ+1000以上

杭
主

筋
4
0
ｄ

8
00

～
1
0
0
0

1
0
0以

上 余
盛

コ
ン

ク
リ

－
ト

へりあき200以上

Dｄ

２－Ｄ

20d 20d

15d 15d

6d

N／mm

21  22.5  24

15  18

21  22.5  24

15  18

※ ※

※：1階柱脚は柱せい以上離す。

※

補強かご鉄筋

※：梁内で継いで良いかは

　　構造図による。

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）
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・SCALE(Ａ２版)＊７１％(Ａ３版) 三次市農業交流連携拠点施設改修等工事

Ｌ２がとれる場合でも柱中心線を

D1
3
、

下
端

筋
は

D
10

を
設

け
る

)

７．大梁、小梁、片持梁

15d

20d

CL

L2

L2

D

CL

最　上　階

つりあげ筋
（梁主筋を折曲げるとき）

柱幅が大きい場合

柱幅

※

フック付

　大梁ａ

（１）　定着

こえて中間折曲げテ－ル長１５０

以上又は１８０゜フック付とするｂ　小梁の定着

CL

最終端 連続端

斜めでもよい

斜めでもよい
下向きでもよい

L2
15d 15d

20d

lo/4

lo

20d

25d lo/6

θ＝４５゜

正面

平面

に必ず入れること。

補強あばら筋は小梁主筋側

lo

15d 2lo/3 L1

25d

先端 端部

平面

正面

ｃ　片持梁の定着

（２）　大梁主筋の継手

（３）　あばら筋、腹筋、幅止めの配置

（４）　あばら筋の型

ba c d e

つりあげ筋

第一あばら筋は柱面より配筋する

印は幅止め筋 つり上げ筋は、一般あばら筋より、１サイズ太い

鉄筋か、又は、同サイズを２本巻きとする

８．床　板

ａ　一般床スラブ

lx

lx/4 lx/4

lx
/
4

A

A

A

AC

C C

C

B ly

15d

L2

lx/4

D13

（２）屋根スラブの補強

継手位置は原則として下表による

標準継手位置

短辺方向

長辺方向

短辺・長辺方向

B

B

A C

※

l

l

ａ　補強筋は３－Ｄ１３又はスラブ主筋の同一径

でｌ＝１，５００とし、上端筋の下に配筋する

ｂ　※の個所（入隅）は各階補強する

９．壁

（１）定着

ａ　梁に

ｃ　床に

一本目を配置する。

縦筋は、柱面に

ｄ　壁と壁（平面図）
L2

D13L2

シングル配筋

D13

ダブル配筋

L
2

L2

L2

L2

2-D13

L2L2 L2

2-D13

（２）スリット部 （設計図に記入のあるとき）

L2

D

柱に定着はシングル配筋とする

ｔは階高の１／１００程度以上

柱

Ｗ≦Ｄ／６かつ１０㎝

（３）手摺、パラペット
D13

D13

L2

L
2

L
1

H

手摺 パラペット

H
L
1

L
2

D13

（４）コンクリ－トブロック帳壁

設計図による）

一般の場合 下部防水立上りのある場合

t

h
o

L
1

L
1

D13

D13

L2 L2

t

L2 L2

L
1

D10-400@

D10-600@

L1

D13
D10

D10-400@

h
o

h

D13

L2 L2

L2 L2

D13

注）継手部は必ずモルタルをてん充すること。

１０．柱、梁増打コンクリ－ト補強
使用するときには設計者、及び

工事管理者と打合せのこと

a300

a
3
0
0

※

a300

B

ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す ※

印は補強筋
※柱と同径、同ピッチとする。

補強縦筋

３－Ｄ１６ ４－Ｄ１６ ６－Ｄ１６

（１）柱　

１２．増築予定

（２）地中梁

D13

D13

50≧Ｌ１

L
1

≧
Ｌ

１
5
0

（１）柱、梁

D13

≧Ｌ１ 50

≧Ｌ１50

≧
L
1

5
0

（２）梁

巾止筋

ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す

１１．梁貫通孔補強

（１）設置可能範囲

φ

25 25

リング筋

ST

D

φ

有効範囲
Ｄ＋２ｘ（余長＋突出し）

余長突出し 溶接金網

縦筋

斜め筋

ST

L1

片
持

梁
筋

折
り

下
げ

あばら筋を入れる

壁（３）床版、

500≦Ａ＜1000 1000≦Ａ＜1500Ａ＜500

D10-200@

D10-150@W

D10-200@W150以上

ﾀﾃ･ﾖｺD10-150@S

120以上

D10-400@ ﾀﾃ

D10-600@ ﾖｺ

Ｌ＝鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）の２－（３）による

lo/4

L2

L2
+
5
d

L
2+

5
d

15
0
以

上

※ 柱幅が大きくて、直線部だけで

B
1/2B

1/2B

正面

L2

6d

6d

8
d

6d

8d8
d

4d

6d

6d

8
d

（５）　幅止め筋の本数、加工

（イ）　原則としてａのフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁でｂ、

両側床版付（Ｔ型）梁でｃ又はｂとすることができる。

（ロ）　フックの位置はａにあっては交互、ｂにあってはスラブ側とする。

ＳＲＣの場合

4
d

1
8
0ﾟ

曲
げ

腹 筋

幅止め筋

D＜600 不要

600≦D＜900

900≦D＜1200

1200≦D

2-D10(9φ)１段

4-D10(9φ)２段

D10(9φ)@300以内

D10(9φ)@1000以内で割り付ける

Ｄ

腹筋

幅止め筋

4d

（１）　定着及び継手

肩筋D13以上

15d

10
d
以

上

10ｄかつ150以上

ｂ　片持ち床スラブ

60L2 75～100

バ－サポ－ト

上端筋

下端筋

ａ及びａ≦２００ ２
ハッチ部分の面積Ａcm

注）ｈｏ≦25ｔかつ3500以下とする。但し直交方向25ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く。

注）ｈはコンクリ－トブッロク段数調節寸法とする。但し、200≦ｈ≦400

（但し、Ｈ＞８００以上の場合、

1
00

以
下

Ｗ

ｔ

スリット部の鉄筋の被り厚さは

2-(4)かぶり厚さの表、最小かぶ

り厚さ以上とする。

ｂ　柱に（平面図）

横筋の配置は上下端とも

梁、又は床面に一段目を

配置する。

L2
L
2

a

L
2

L
2
か

つ
中

心
線

を
越

え
る

150程度

L
2

L2

150程度

L2かつ中心線

を越える

（非耐力壁とスラブが取り合う場合）

Ｌ2

D13

D13
スラブに上端筋がある場合 スラブに下端筋がない場合

Ｌ2

D13

1000

受筋 D10 イ

D13

1000

受筋 D10 イ

ａ

あばら補強筋

Ｄ１０

補強筋

補強筋300

Ｄ

4d

補強筋 あばら補強筋

ａ
30

0

・補強筋は、梁主筋の１段落し径（Ｄ１６

以上）とする。

・あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ

とする。

・腹筋Ｄ10ピッチは、梁の腹筋と合せる。

・Ｄ≧400の場合は補強筋を３本とする。

・ａは100～200程度

・梁下端増打コンクリ－トの場合も上端

増打コンクリ－ト補強と同様とする。

・ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。

80≦φ≦100 100≦φ≦150 150≦φ≦250

下

φ φ

縦　筋　ＳＴ 2-D13-100@

折　筋　2-(2-D13) 折　筋　2-(2-D13)

縦　筋　ＳＴ 2-D13-100@

横　筋　2-(2-D13)

斜　筋　4-(2-D13)

縦　筋　ＳＴ 2-D13-100@

上

縦　筋　2-(2-D13)

縦　筋　ＳＴ　2-D13

φ

φ＜250

孔補強の有効範囲と

定着長さのとり方

※部分について計算で

確認された場合は右

記の位置、寸法によ

れなくて良い。

2
5
0以

上

※

2
5
0以

上※

2φ2φ

L2

L2

L2
45

Ｄ

・梁幅が400を越える場合は、

補強筋でD13はD16又は、

2-D13は3-D13と、各々

読みかえる

（３）既製品 （使用するときには、設計者及び工事監理者と打合せのこと）

□ リング型 □ 金網型
□ パイプ型

□ プレ－ト型

将来増築予定のコンクリ－ト増打ち部分は、

増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する。

こえる事を原則とする

注)点線は下端筋の曲上げ定着L2を示す

L2

L2

一　般　床

L2+5d

L2+5d

ｌo

lo/4 lo/2 lo/4

lo/4 lo/4 ＤＤ

は継手の

好ましい位置

25d

（３） 片持ちスラブ出隅部補強
L3

L1

周囲補強筋

斜め補強筋

L1

L1

L
1

L1
L1 2L1

L
1

L1

D13

D13

D13

床板厚さＤ 周　囲 斜　め

Ｄ≦１５０

１５０＜Ｄ≦２００

２００＜Ｄ≦３００

各２－Ｄ１３

各２－Ｄ１３

各２－Ｄ１９

各１－Ｄ１３

各２－Ｄ１３

各２－Ｄ１６

注）設備の小開口が連続してあく場合は

縦、横、斜補強筋とは別に開口

によって切られる鉄筋と同じ鉄筋を

開口をさけて補強する。

2D

D

Ｄ
以

下

D13

500500

端部 D16

D H

Ｄ
≦

Ｈ
≦

２
ＤL1

L1

2D

D16

D H

Ｄ
≦

Ｈ
≦

２
Ｄ

D16

500 500

L1

L1

2D

（５）床板段差

端部
D13

L1

2D

D

Ｄ
以

下

L1

中央

D10-150@

中央

ａ　軽作業の土間

600

ｂ　間仕切壁との交叉部

（６）土間コンクリ－ト （７）釜場
L1

2
00

L1

250

孔と孔のへりのあき１００以上

D10-150@

D13-200@W
2-D16

2-D16

1200x600以下

折曲 D10-200@

D10-200@

（４） 床板開口部の補強 （開口の径５００程度の場合）

・無筋部分Ｄ１０－２００＠　　長さ８００以上

（８）打継ぎ補強

・設計配筋間隔の１／２ピッチ　長さ２Ｌ１以上

D13

D
D

300 50

(出隅部分補強配筋）

L1L3

l1

l1/2

l1/2

注 l1≧l2とする

出隅部分の補強筋

一般床版配力筋

補
強

筋
の

定
着

（
つ

な
ぎ

部
の

中
間

に
上

端
筋

は

出
隅

部
分

の
補

強
筋

l1

(出隅受け部配筋）

注)出隅部の補強筋は、計算により算出する

l1/2
出隅部

注 l1≧l2とする

出隅受部

l
1/

2

l
2

※出隅受部補強筋は、

それぞれの方向に出隅

補強筋として出隅部の

同本数をハッチ部分に

配置する。

l2

ケーブルラック(300x100)梁貫通孔補強 ※公共工事標準仕様書(平成19年版)

Ｈ6：梁幅　≦　500
Ｈ7：梁幅　＞　500

梁端部（スパンｌ／１０以内かつ２Ｄ以内）は避ける

（２）鉄筋径標準配筋

Ｄ3

望ましい範囲

lo/4 lo/4

lo

Ｄ

(φ1＋φ2)ｘ3/2以上

φ1 φ2

貫通孔が連続して間隔等が取れない

場合は設計者又は工事監理者と打合わせの事。

但しφ≦Ｄ／３とする

■ MAX ウェブレン等

Ｄ

折曲げ起点は中心線を水平投影長さは

3/4Ｄ以上とする

※１

Ｄ

※１：水平投影長さは、3/4Ｄ以上とする

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（２）

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（２）
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・SCALE(Ａ２版)＊７１％(Ａ３版) 三次市農業交流連携拠点施設改修等工事

θ＝45゜(55゜)

ア－クエア－ガウジング

４

大梁が斜めの場合

ガス抜き φ=20

A  -  A

１．一般事項 ２．溶接規準図

（ａ）　構造設計仕様による

（ｂ）　適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが４０ｍｍ以下のものとする

コンクリ－トに埋め込まれる部分及びコンクリ－トとの接触面で、コンクリ－トと

一体とする設計仕様になっている部分は、塗装しない

（注）ｆ：余盛　Ｇ：ル－ト間隔　Ｒ：フェ－ス　Ｓ：脚長

（１）　スミ肉溶接

（２）　部分溶け込み溶接 （使用箇所に注意）

1

S St1

S

t2

2
θ＝６０゜θ＝６０゜

t

S S

G=0

t t>16mm

F.V溶接姿勢

1t

L LG

t

t1

f

MC.NGC GC

tmm θ θG t1 L Lt1G

6

9

9

6

6
9

5
5

8

6

6

9

6

6
9

8

8
8

F.V溶接姿勢

t1

1
5

a

t2

削り面

（単位ｍｍ）

t

F.V溶接姿勢

ｆ

ｆ

 Ｒ≦２
t

６＜ｔ＜１９㎜

・溶接記号番号を○中に記入のこと

A A

B S

4
4.5

5

6

7

8

Ｋ形の場合
寸法（ｍｍ）

溶接棒角度θは３０゜～４０゜とする

B

φ θ
S

t

プレ－ト

（４） フレア－溶接

MC.NGC GC

tmm θ G t1 L

6

9

9

6

6

9

5
5

8

F.V溶接姿勢

ｆ

t

θ

G

t1
L

２５㎜以上

ｔ≧１９ｍｍ

θ＝６０゜

f

f

R≦２ t

Ｔ形突合せ継手余盛

のど厚ｔ㎜ 余盛の高さ㎜

１

２

３

４

ｔ≦４

４＜ｔ≦１２

１２＜ｔ≦１９

ｔ＞１９

6<t<12

t>19

12≦t≦19

余盛破（１＋０．１Ｓ）ｍｍ以下とする

●但し片面溶接の場合はＳ=ｔとする。

●ｔはｔ１，ｔ２の小なる方とする。

●軸力が加わる場合のＳは母材と同厚
とすることが望ましい。

t≦16mm

t

S

7以下

6

8-10

7

11-13

10

14-16

12

ｔ/４≦Ｓ≦１０mm

ｔ≦ｔ1

D1 D1

●両側に補強すみ肉溶接を付加する

Ｄ1≧t/３

（３）　突合せ溶接　（平継手　Ｔ型継手）

φ

3

4

5

6

7

●両側に補強すみ肉溶接を付加する  AAG

f=t/4

●両側に補強すみ肉溶接を付加する 

f=t/4

45ﾟ
35ﾟ

35ﾟ

6≦t＜12

12≦t＜16

16≦t

θ G t1 L

6

9

6

9

5

8

45ﾟ

35ﾟ

6 9 845ﾟ

R≦2

2／3ｔ

1／3ｔ

G=O-2

●ＡＡＧ（ ）内はＧＣでＦ．Ｈの場合

●両側に補強すみ肉溶接を添付する。

t

F.V溶接姿勢

f=t/4

f=t/4

R≦２

25mm以上

45ﾟ

35ﾟ

35ﾟ

45ﾟ

35ﾟ

35ﾟ

a＞4mmの場合

G=0-2

t

F.V溶接姿勢

G=0-2

θ＝45゜

（裏はつり後溶接） （裏はつり後溶接）

Ｇ＝0-2（裏はつり後溶接）

f

R≦２ t

●両側に補強すみ肉溶接を添付する。

平継手で板厚が異なるとき

f≧0.5mm（ただし、t≧15mm

のとき4mmとする）

ｽｶ-ﾗｯﾌﾟ部分は
回し溶接する

100以上

（ｃ）　社内検査の検査成績書には、鉄骨の寸法、制度及びその他結果を添付する

８

７ ７

1 ※

ｴﾝﾄﾞﾀﾌﾞが互に
あたらぬこと

内ダイヤフラム

※

※
※

７ ※はりフランジは、通しダイヤフラム

ｔ

1

４

平面詳細断面図

（通しダイヤフラムの場合）

7

7

4
25以上かつ

25以上

25以上

内ダイヤフラムの場合は柱の角の
Ｒに接しないこと

●柱が途中で折れる場合

及び梁成が異なる場合

◆ＢＯＸ型

断面図

平面詳細

A  -  A

1

1

1

1

1

1

11

1

1 1

4

◆　Ｂ．Ｈ 方式

1
5
0
以

下

80以下
根巻きの場合

１ ※

内ダイヤフラム

１

◆鋼材種別による溶接条件

鋼材の種類

400Ｎ級鋼

490Ｎ級鋼

溶接材料 パス温度差（℃）入熱(KJ/cm)

JIS Z 3211,3212,3214

ＹＧＷ-11,15

ＹＧＷ-18,19

ＹＧＡ-50W,50P

ＹＧＷ-11,15

ＹＧＷ-18,19

ＹＧＡ-50W,50P

JIS Z 3212,3214

４０以下 ３５０以下

４０以下 ３５０以下

４０以下 ３５０以下

３０以下 ２５０以下

、、◆　　　　　  　　 型

t

4

内ダイヤフラム

フランジが柱のＲに

接しないこと

は溶接と添板の内

側板に注意のこと

２※

の厚み（ｔ）の内部で溶接する事。

※ｔ＞１６mmの場合の溶接は、　３　～　５　とする。

※ｔ＞１６mmの場合の溶接は、　３　～　５　とする。２

２ ※

ｔ＞柱フランジのプレ－ト厚

θ=75ﾟ～105ﾟ

θ

１ ※ｔ＞１６mmの場合の溶接は、

　３　～　５　とする。

ｽｶﾗｯﾌﾟ部分は回し溶接する

1
1

１ ※ｔ＞１６mmの場合の溶接は、　３　～　５　とする。

※
※

３

４

※

※

※

４

※1

７

1 ※
７ 1 ※

４
４

※

1

４

４

※

４

※

1

３

※
※

※

３

※

４

※ ※

４

A A

１

１※

※

４

４

４

４

４

１ ※ｔ＞１６mmの場合の溶接は、　３　～　５　とする。

〈柱材料：ＢＣＲ295,ＢＣＰ325を使用する場合〉→BCR295

ダイヤフラムは、ＳＮ４９０Ｂ・Ｃ、ＳＭ４９０同等以上の鋼材を使用する事。（SN490Cとする）

ダイヤフラム厚は、接合する柱、梁の最大厚の2サイズアップとする事。

θ=45°

・フレア－溶接長は、鋼板に接する全長とする

13

16
19
22

25

10

11

12

 9  7

 8

 9

（ｂ）　鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

（ａ）　鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る

（ｃ）　高張力鋼の歪み矯正は、冷間矯正とする

（ａ）　本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

術検定試験に合格し引き継ぎ、半年以上溶接に従事している者とする

（ｂ）　溶接機器

（イ）　交流ア－ク溶接機　３００Ａ～５００Ａ （ニ）　炭酸ガスア－ク半自動溶接機

（ホ）　溶接電流を測定する電流計（ロ）　ア－クエヤ－ガウジング機（直流）　

（ハ）　サブマ－ジア－ク溶接機１式

（ａ）　溶接技能者

溶接技能者は施工する溶接に適応するJIS Z3801（手溶接）又はJIS Z3841（半自動溶接）の溶接技

（ヘ）　溶接棒乾燥器

（ｃ）　溶接方法

（ＡＡＧ）

（ＭＣ）

セルフ（ノンガス）シ－ルドア－ク半自動溶接　（ＮＧＣ）

ガスシ－ルドア－ク半自動溶接（ＧＣ）

ア－ク手溶接

（d）　溶接姿勢

下向　Ｆ 立向　Ｖ 横向　Ｈ 上向　O

仮付不良 良 仮付不良 良

仮付溶接は溶接の始、終端、隅角部などの強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

（イ）　仮付位置

（ｅ）　組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う

裏はつり側にする

開先面

仮付溶接

（ｆ）　溶接施工

Ⅰ）　突合せ溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材の同厚で同開先形状の

Ⅱ）　

Ⅲ）　

ＮＧＣ、ＧＣ：４０ｍｍ以上とし特記のない場合は、

（イ）　エンドタイブ

エンドタイブを取り付ける

エンドタイブの材質は、母材と同質とする

エンドタイブの長さは、ＭＣ：３５ｍｍ以上

Ⅳ）　プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者

又は工事監理者の承認を得る

グラインダ－仕上げとする

溶接終了後、母材より１０ｍｍ程度残し切断して、

（ロ）　完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

（ロ）　裏あて金

エンドタイプ

t

かつ2t以上
35mm以上

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で６mm、半自動溶接で９mm以上とする。

をいためない様に、養生を行なう

規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を

励行し、部材に確認マ－クをつける

（ハ）　スカ－ラップ　半径は３０mm～３５mmと、１０mmのダブルア－ルとする

r

スカ－ラップはｒ＝20mmとする

スカ－ラップ
ｒ＝30～35ｍｍ

但し梁成がＤ＝150mm未満の場合の

r10

r35

（二）ノンスカラップ工法

裏当て金

G

θ＝４５゜

θ

θ：開先角度
Ｇ：ル－ト間隔

（ホ）　裏はつり

（ヘ）　現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部

（１）　材料及び検査

（２）　工作一般

（３）　高力ボルト接合

（４）　溶接接合

（５）　塗装

６＜ｔ＜１９㎜

・９㎜～１６㎜は１パス以上、１９㎜以上は２パス以上とする

鉄骨構造標準図（１）

鉄骨構造標準図（１）
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≒
＠
60
0

6

L

B1≦250

M24

３．継手規準図

e
e e

ep p5

e
e

p
p

e
e
5
e
e

N2（片側）

N1（片側）

PL-(1)

PL-(1)

PL-(3)

PL-(2)

PL-(20

PL-(1)

PL-(3)

符　号 部　材
フランジ ウェブ

（４）　ハンチ部の継手

リブプレ－ト

ハンチ起点は避けた方がよい

ハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図による

フランジ及ウェブ厚の差のある場合

Ft2

Ft2

Ft1

Ft1

Wt1 Wt2

Ｆｔ１－Ｆｔ２
Ｗｔ１－Ｗｔ２

B2 B2

N1 外
P
L-
(
1
)
内

P
L
-
(2

)

L

e
p

p
p

p
e

e
e

外
P
L
-(

1)
内

P
L
-
(
2)

N1

e
e

e
e

4
5

4
5

B1

B2 B2

B1=300

L

e
p

p
p

p
e

e
e

150

B1

B2 B2

B1=350(400)

外
PL

-(
1
)
内

P
L
-
(
2)

N1

PL-(3)PL-(2)

PL-(1)

PL-(3)

PL-(1)

PL-(2)

N2

e e
L

e
p

p
e

e
e

5

P
L
-
(
1
)

PL
-(
3
)

L

e
p

p
e

e
e

5

N2

B≦150 B≦300

PL
-
(
1
)

P
L
-
(
3
)

P
L
-
(
2
)

e epp

1

1

符　号 部　材
フランジ ウェブ

PL-(1) PL-(2) PL-(3)N1-径 N2-径

（６）　鉄筋ブレ－ス

（ａ）　羽子板ボルト

M12 M14 M16 M18 M20 M22 M24

10.81 12.65 14.65 16.33 18.33 20.33 21.99

10.64

100

13

35

22

4.5

19

4.5

47

40

12.46 14.46 16.11 18.11 20.11 21.77

115

17

40

28

6

25

52

50

125

17

45

28

6

25

6

59

55 60 75 85 85

7066

9 9 9 9

32.5 32.5 37.5 37.5

9 9 9 9

34 34 38 38

50 50 55 50

21.5 21.5 23.5 21.5

140 150 165 175

ねじの呼び（ｄ）

軸径ｄ１
最　　小

最　　大　

調整ねじの長さ S

R

e1

e2

t

e2

t

e3

l

取付ボルト穴径
許容差+0.-0.5mm

はしあき（最小）

切板製

平鋼製

板　厚

板　厚

へりあき
（最小）

ボルト端から取付ボル
ト穴心のあき（最小）

溶接長さ（最小）

(2)

(1)
へりあき
（最小）

(1)

(2) 種　　類

取付ボルト
ねじの呼び

本　　数

ＪＩＳ　Ｂ　１１８６　２種高力ボルト（Ｆ１０Ｔ）又は

ＪＩＳ　Ｂ　１１８０　中８ｇ　１０．９

M12 M16 M16 M20 M20 M22 M20

211111 1

（１）ｅ１，ｅ２が確保されていれば形状は自由でよい注　

S

d

長さ

d
1 R

e1

t

e1
l

S

d

d
1

長さ

R

e1
e

R

e1 Pl t

e
2

e 2

符　号 部　材 PL-(1) N-径 l

PL-(1)

PL-6
1

t

N

ア－クスポット溶接

受梁へのかかり寸法および端部処理　

梁上通しの場合

e

梁上切断の場合

e e

e≧35mm e e

e e

1
50-400

既製品面戸（鉄板） 折曲加工

あて板（鉄板） あて板（非金属）

Ｌ形鋼

1

50-200

スラブ端部の補足材 補足受材

50

e
PL-1.6

1
50-400

300以下

PL-1.6

1 50-400

e

600以下

PL-3.2

L-50x50x6＠≦600

50 30

PL50x6

（８）　ＡＬＣ板取付要領

縦壁構法

ＡＬＣ壁パネル

L-65x65x6以上

鉄筋９φｌ＝500

スライド構法

鉄骨梁

シ－リング材パネル

鉄骨梁

シ－リング材

２．３ｱカバ－プレ－ト

ボルト止め構法 カバ－プレ－ト構法

横壁構法

（９）　頭付きスッタド （ＪＩＳ　１１９８）

スッタド材の標準形状・寸法

ス　タ　ッ　ド　材

呼び名 頭径 D軸径 d 頭高さ T 溶接後の長さ　Ｌ

mm mm mm mm

13mm

16mm

19mm

22mm

12.7
13.0

16.0

15.8

19.0

19.0

22.0

22.2

22.0
25.4

29.0

31.7

32.0

31.7

35.0

34.9

10.0
7.9

10.0

7.9

10.0

9.5

10.0

9.5

50,80,100,130

80,100,130

80,100,130,150

100,130,150

d

D

L

T

形状

（１０）　梁貫通補強

（１１）　その他

D

10 10

11

パイプ補強

2d

プレ－ト補強（片面又は両面）

1

1

16 =＠200￠

フックボルト１２￠
フックボルト１２￠

ｴﾚｸｼｮﾝﾋﾟ-ｽ

≧

(mm)

呼　び
ボルト

穴　径

最小縁端距離 (e) ピッチ (P)

(1) (2) (3) 最小 標準(2)(3)の標準

注）Ｂ＝２００～２５０のＮ2は２列並びとする　

4

Aタイプ

Aタイプ使用は

柱Ｄ＝250mm以下とする

4

35以上 35以上

Bタイプ

4

Cタイプ
注）現場溶接は原則として超音波深傷試験を１００％行う。

（ＪＩＳ規格品とする・・・ＪＩＳＡ５５４０～５５４２・・・１９８２)

66 73

水平ブレ－ス

受け金物 ｱ ６

金物

● 計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくて良い。

● 梁端部（スパンのｌ／１０以内かつ２以内）は避ける

● φ≦0.4Ｄ

φ

φ

10 10

φ

1

パイプとプレ－ト補強（片面）

リブプレ－ト補強

7 7

6

□-200

□-250

□-300

□-350

□-400

□-450

□-500

 9.0

 9.0

12.0

12.0

16.0

16.0

16.0

 9.0

 9.0

12.0

12.0

16.0

16.0

16.0

2-M16

2-M16

3-M16

3-M16

3-M20

3-M20

3-M20

M16

M20

M22

18

22

24

26

60

60

60

70

40

50

55

60

40

40

40

45

22

26

28

32

28

34

38

44

40

50

55

60

（１）　ボルトピッチ（Ｐ）、 ボルト穴径・最小縁端距離

PL-(1)

e
e

p
p

e
e e

TYPE-1

符　号 タイプ 部　　材 PL-(1) PL-(2) Ｎ－径

（２）　ピン接合梁継手リスト

１

p N

e
e

PL-(1)

TYPE-2

１

１

10

PL-(2)

e

N
（片側）

［注］(1)引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

(2)せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

(3)圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

（３）　剛接合継手リスト

PL-(2)

PL-(1) PL-(2) N1-径 PL-(3) N2-径

B1 B2

150

175

200

250

300

350

400

60

70

80

100

115

140

170

（５）　柱継手リスト

1
0 1
0

10

B1

40 40
70(90)(90)70

140

4

1

FB-65x9　中ボルトM16

30°

15

（ｂ）　形鋼ブレ－ス

（７）　デッキプレ－ト
（床剛性を考慮する剛成床、合成は理のときは構造図参照）

梁との溶接およびコネクタ－

50-400
１

１

細幅

中幅

H-200x100x5.5x8

12

H-250x125x6x9

H-300x150x6.5x9

H-350x175x7x11

H-400x200x8x13

H-450x200x9x14

H-500x200x10x16

H-600x200x8x13

H-700x300x13x24

H-800x300x14x26

H-390x300x10x16

H-440x300x11x18

H-488x300x11x18

H-588x300x12x20

H-340x250x9x14

16  6

 612

 6 9  9

 6 9

 9  9

 9

 9

12 12  9

12 12  9

12  9

19 19 10-M22

4-M16

6-M16

6-M16

6-M20

6-M20

6-M20

6-M20

8-M22

19 19 12

12

12-M22

12 12

12 12

2-M16

2x2-M16

3-M16

3-M20

4-M20

5-M20

5-M20

7-M22

9-M22

10-M22

12 12

 9

 9

 9

12 12 8-M22

8-M20

8-M20

8-M20

2x3-M20

4-M20

5-M20

5-M22

1616 8-M22 7-M2212

12

H-150x75x5x7

H-175x90x5x8

H-200x100x5.5x8

H-250x125x6x9

H-300x150x6.5x9

H-350x175x7x11

2

2

2

2

2

2 12

 6

 6

 6

 9

 9

2-M16

2-M16

2-M16

3-M16

3-M16

3-M20

（部材リストに依る）

（部材リストに依る）

or

・外壁はアスロックタテ張り工法、幅600：Zグリップ工法， 幅900：W型Zグリップ工法

(許容層間変形角1/100）

縦壁ロッキング工法

シーリング材

絶縁材※2

アンカー鋼棒
Ｏナット

短冊プレート

モルタル
自重受け金具

定規アングル

Ｌ－50×50×6

Ｏナット
アンカー鋼棒

１ｍｍフィラプレ－ト
併用のこと

ＡＬＣ壁
パネル

ＡＬＣ壁

スライドハタ

シーリング材

（２）羽子板とガセットプレ－トの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする

鉄骨構造標準図（２）

鉄骨構造標準図（２）
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昇降機遠隔監視サービスインターフェイス

貫通スリーブの補強

開口補強を要する型枠材及び取付け

開口部の補強

開口補強を要しない型枠材及び取付け

貫通孔・開口部の墨出し

項　　　　　　目
建
　
　
　
築

電　気 機　械

衛
　
生

空
　
調

弱
　
電

強
　
電

工　事　区　分　表
区分は○印を適用する。●印がある場合は●印を適用する。

スリーブ・型枠の穴埋め

Ｓ・ＳＲＣ造鉄骨貫通鋼管スリーブ補強

開口補強を要する型枠材及び取付け

開口部の補強

開口補強を要しない型枠材及び取付け

貫通スリーブ（工場施工部分）

貫通スリーブ（工場施工部分以外）

貫通孔・開口部の墨出し

スリーブ・型枠の穴埋め

予備スリーブの穴埋め

貫通スリーブ

各工事の開口用

各工事の開口用

各工事の開口用

防火区画・防煙区画

防火区画・防煙区画

○

○

○

○

○

○

○

昇降路の築造工事
(指定する反力に耐えうる構造，耐火処理)
各階出入口，インジケータ，
　　押しボタン等の開口(補強含む)工事
乗場機器取付け後の出入口周りの
　　　　　　　　壁及び床の仕上げ工事

ピット内防水仕上げ工事

機械類搬入口の仮設及び復旧工事

各乗場出入口枠周囲のモルタル詰め工事

レール用立柱，軸組み，敷居受け取付工事

その他建築に関する工事

昇降路頂部に必要に応じ3ton
トロリービーム又は吊りフック設置工事

動力電源及び電灯電源(接地線を含む)の
受電盤への引込み工事

昇降機監視用配管工事(監視盤～昇降路間)

昇降機監視用配線工事(監視盤～昇降機間)

インターホン及び非常警報装置の設置工事

ピット内保守用コンセントの設置工事

昇降路内の煙感知器設置工事

インターホン用及び非常警報装置用配管，
配線工事

火災管制運転用の無電圧信号の支給
(配管配線を含む)
非常放送又は館内放送用配管配線工事
(放送設備～昇降路間)
自家発管制運転用の無電圧信号の支給
(配管配線を含む)

エレベーター昇降路内の換気設備工事

電話配管，配線工事(電話中継盤～昇降路間)

項　　　　　　目
建
　
　
　
築

強
　
電

弱
　
電

空
　
調

衛
　
生

機　械電　気

仕上げ関係

１．軽鉄天井・壁下地

開口部の墨出し

リブ天井仕上げ材の器具廻り取合い

切込み及び補強

位置ボックス

衛生器具類・機器類取付用壁補強

設備機器・器具・配管・配線・ダクト用

Ｓ造の場合の設備吊ボルト用構造部材

外壁ガラリ及びダクト接続用フランジ

換気扇，ウェザーカバー，ベンドキャップ

２．既設間仕切り

３。吊ボルト及び

　　　　インサート

４．外壁廻り

打合せによる

○設備機器等の取付け用の天井・壁下地補強

上記の開口切込み

○

○

○

自動閉鎖装置を取付ける防火戸の
　　　　　　　　　　　　切込み補強

地下各水槽躯体及び
　　　　防水・マンホール・タラップ

２重ピット及びトレンチのマンホール蓋

機器搬入用フック，ビーム

化粧マンホール上蓋及び蓋の仕上げ

点検口（天井・床下・壁）

排煙口等の天井仕上げ材の取付け

厨房用グリーストラップ

トラフ・ピット類（蓋を含む）

ＡＬＣ，押出成形セメント板壁開口補強

油サービスタンク及びポンプの防油堤

フリーアクセスフロア内の防水堤

消火器ＢＯＸ（消火器含む）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

10．その他

流し台・吊戸棚・水切り棚・コンロ台

湯沸器

既製品レンジフード換気扇

現場製作ＳＵＳフード

ミニキッチン本体

ミニキッチン用衛生配管

６．便所廻り

鏡（Ｗ６００×Ｈ８００まで）

鏡（Ｗ６００×Ｈ８００を超えるもの）

衛生陶器及び水栓類

身障者用手すり

ペーパーホルダー

７．浴室廻り ユニットバス・ユニットシャワー

同上，出入口壁取合い部枠

既製品浴槽（風呂蓋含む）

浴槽・洗い場の排水金物

洗濯機パン

８．事務室廻り ドアガラリ及びアンダーカット

洗面カウンター(洗面器を除く)

ＯＡフロアの切込み及び補強

ＯＡフロア用コンセント

ミニキッチン用換気ダクト

９．電気錠

盤設置

盤から電気錠への配管・配線

電気錠設置及び調整

電気錠への電源供給

盤への電源供給

備　　　考 項　　　　　　目
建
　
　
　
築

強
　
電

弱
　
電

空
　
調

衛
　
生

機　械電　気

項　　　　　　目
建
　
　
　
築

強
　
電

弱
　
電

空
　
調

衛
　
生

機　械電　気

電気配線配管
機器付属の制御盤以降の配管配線
　　　　　　　　　　（接地線とも）

機器付属の制御盤への電源供給配管配線

２次側

１次側

エアコン，ＶＡＶ，

○

○

備　　　考備　　　考備　　　考

屋外排水設備・外構

１．雨水 屋外雨水排水設備

桝及び桝蓋

ルーフドレイン

２．雑排水・汚水 屋外雑排水及び屋外汚水排水設備

桝及び桝蓋

化粧マンホール上蓋及び蓋の仕上げ

３．煙突 煙突

発電機室から煙突までの排気管

煙道接続用スリーブ

ガス直焚吸収冷温水から煙突までの排気管

４．浄化槽の躯体 現場施工形

ユニット形

５．地下貯油槽

　（タンク室を

　　　設ける場合）

タンク室の躯体

タンク室の乾燥砂充填

タンク室のタンク本体及び配管

タンク室を設けない場合の
　　　　　　　　タンク及び設置工事

土留め関係工事

○

土留め関係工事を含む

土留め関係工事を含む

６．その他 駐車場ガソリントラップ

給水・屋内排水・厨房設備

５．湯沸廻り

躯体関係

１．ＲＣ造

　（梁・壁・床）の

　　貫通孔・開口部

４．昇降機関連

３．設備機器の基礎

２．Ｓ・ＳＲＣ造

　（梁・壁・床）の

　　貫通孔・開口部

厨
房(

別
途)

厨
房(

別
途)

厨
房(

別
途)

厨
房(

別
途)

別途

○

樋

埋設配管

室内設置の基礎

受水槽基礎

屋外設置の基礎

機器取付け用アンカー・架台

○

○

○

○ ○

個別エアコン基礎を除く

自動扉への電源供給

自動扉キースイッチ及び配管

自動扉本体及びキースイッチ以降の配線

電動シャッターへの電源供給

電動シャッター
　操作スイッチ用位置ボックス及び配管
電動シャッター本体・操作スイッチ

機器と付属操作スイッチの
　　　　　　　　　　及びその間の配線

　　　　位置ボックスとその渡り配管

機器と操作スイッチの渡り配線

小便器用節水装置への電源供給

○

エアコン，ＶＡＶ，
全熱交換器等

全熱交換器等

排煙口

※　電気、機械は別途工事とする。
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○

○

アスファルト舗装の撤去復旧

インターロッキング舗装の撤去復旧

芝生の撤去復旧

○

○

○

コンクリート仕上げ部分の撤去復旧 ○
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配置図S=1/300
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広島県三次市東酒屋町  437-1､437-2､437-8､437-9､438､439-1

計画敷地

※道路斜線は明らかにｸﾘｱしているため省略する

凡例

新築建物範囲

延焼ﾗｲﾝ

建物入口

N

ﾃﾞｯｷ

工　事　概　要

三次市農業交流連携拠点施設建築工事に伴う実施設計業務工事名称

工事場所 広島県三次市東酒屋町  437-1､437-2､437-8､437-9､438､439-1

工事種目 新築工事
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工　事　概　要

三次市農業交流連携拠点施設建築工事に伴う実施設計業務工事名称

工事場所 広島県三次市東酒屋町  437-1､437-2､437-8､437-9､438､439-1

工事種目 新築工事
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基礎

コンクリート強度：Fc21

砕石：150

捨てコン：50

地業

配筋：D13@200ダブルクロス

基礎

サイズ：3040X5740 t150

B2：H-100X50X5X7

B1：H-148X100X6X9

C1：□-150X150X9

G1：H-150X150X7X10

部材リスト

(B.PL-6 HTB 2-M16)

(B.PL-6 HTB 2-M16)

C-100X50X20X1.6

部材リスト

G1：H-100X100X6X8

P1(控え柱)：〇-Φ60.5X3.2

C1：H-100X100X6X8

ヨコ胴縁：C-100X50X20X1.6@300

胴縁小口塞ぎ：C-100X50X20X1.6

V1：1-M16(たすき掛け)

 端部：PL-4.5 2-M12

 継手：PL-4.5 4-M12

(B.PL-6 HTB 2-M16)

(中ﾎﾞﾙﾄ)

(中ﾎﾞﾙﾄ)

胴縁受(ﾈｺ)：L-90X90X6 程度CS1

鉄骨部材

□：STKR400

Ｈ：SS400

〇：STK400

特記外は下記による

HTB：F8T

B.PL,S.PL：SS400

650 850

1,500

8
0
0

8
0
0

1
,
60
0

a：脚部追加補強筋

4-D13(L=1000)
スラブ筋に追加して配筋

外壁:ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板ｔ0.4縦ﾊｾﾞ葺

C-100X50X20X1.6@300

d

H-100X100X6X8(ﾖｺ使い)

2,
8
0
0

室外機

サイズ：1500×1600×300

350

サイズ：350×1600×200

1,650

1,900

350

X0

雪除け屋根・室外機目隠パネル　詳細図
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・SCALE(Ａ２版)＊７１％(Ａ３版)

・鉄部は特記なき限り2UE塗装とする。

三次市農業交流連携拠点施設改修等工事
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端部シール塞ぎ

SUSアングルライン 突付ジョイント
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FL+3

繝・

闃ｯ
繧ｷ

繧ｵ

闃ｯ
螢・

荳
｡遶

ｯ豌
ｴ謚

懊
″

繝
代

う
繝

・
・

ｽ・
・

ｾ晢
ｾ夲

ｽｽ10ﾎｦ

遶ｯ驛ｨ繧ｷ繝ｼ繝ｫ蝪槭℃

外
部

内
部

120

5
0

130

14.5

6
5

3
1
5

1
2

7

5

2
5

5

3
2
0

4
0

2
5

40

7.2

21
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2058.5

65.7

SUS304  HL  t1.5

幅48㎜ L=W+18

YKKAP ﾐﾆｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

4K-11517、5K-16690

シール充填の上止水ビス固定

SUS304  HLt1.5

15
12

18 3

21

SUS304 HLt1.5

止水アングル詳細図　S=1/3

グレーチング・止水アングル断面詳細図　S=1/3

グレーチング・止水アングル平面詳細図　S=1/3

木製デッキ加工(ｶｯﾄ)

70

5680・5600

グレーチング・止水アングル　詳細図
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計画建物
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ｻｲﾝ：詳細図参照

上下式

ｽﾃﾝﾚｽﾊﾞﾘｶｰ

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

最寄り側溝へ放流

最寄り側溝へ放流

外構配置図S=1/300

ﾊﾞｲｸ置場12台

駐車場5台

駐車場24台
ﾊﾞｽ駐車場

駐車場22台

固定式ﾊﾞﾘｶｰ＠2000 ｸｻﾘ付き

ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ PK-3

ｱｽﾌｧﾙﾄ混合材

ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)

S=1/10 S=1/10

地先境界ﾌﾞﾛｯｸ
JIS A 5371

▽整地面

▽ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装面
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S=1/10

ﾅﾙｼﾙﾊﾞｰ
Φ33

丸中栓　32ﾐﾘ
車止めｷｬｯﾌﾟ

接着剤 ﾅﾙｼﾙﾊﾞｰ

接着剤

車止めﾋﾟﾝ　D13×L300

C6面取り
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S=1/15 S=1/10

ｻﾝﾄﾞｸｯｼｮﾝ

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ（RC－40）路盤
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ｺﾝｸﾘｰﾄ製車止めD E

G H I透水管暗渠 S=1/10 S=1/15

▽ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装面
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敷きﾓﾙﾀﾙ

落ふた式U形側溝1種
(PU2) 300B 420Kg

景観ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ S=1/10

J

U字型 側溝 PC蓋

縁石（地先境界ﾌﾞﾛｯｸ）
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B

B
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ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)
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U字型溝 300

PC蓋 一種 300

I

J
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30
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※FH=231.50をGL±0とする。

GL+250

GL+500

GL+350

GL+350

GL±0

2
0
0
0 GL-600

GL+200

GL+100

GL-300

GL-300

GL+250

GL-400

GL-600

GL-350

GL+100

GL+100

GL+200

GL+100

GL+200

GL-1650

GL-1950

GL-2500

U字型 側溝 （C-G：亜鉛ﾒｯｷｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ細目有り）

C-G

亜鉛ﾒｯｷｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ細目(C-Gのみ)

N

6
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C

C

I

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ100×200×60(ﾚﾝｶﾞ調)

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ
C

C

景観ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

3
0

10
0

固定ﾓﾙﾀﾙ

側溝 300×400

9.54009.5

ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)
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12110
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ｱｰﾊﾞﾝｽﾘｯﾄ US20(15)S

点字ﾌﾞﾛｯｸ塩化ﾋﾞﾆﾙ製（屋内）

ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)

敷きﾓﾙﾀﾙ

点字ﾌﾞﾛｯｸ（塩化ビニル製 t2、ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ製 t60、磁器質ﾀｲﾙ製 t12）

ｻﾝﾄﾞｸｯｼｮﾝ ﾓﾙﾀﾙ

60

ﾌｨﾙﾀｰ砂

浸透ﾎﾟﾗｺﾝﾊﾟｲﾌﾟ 
K-200

1
0
0

28
0

10
0

48
0

480

5
0

ｳｯﾄﾞﾏﾙﾁﾝｸﾞ敷き t50
▽FL

3
0

6
0

6
0

6
0

6
0

3
0

30

3
7
.
5

7
5

7
5

7
5

3
7.
5

5 290 5

30 60 60 60 60

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ敷き

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞt60

S=1/5
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,
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駐車場2台
3,725 3,725

GL±0

GL+100

GL-100

GL+50

点字ﾌﾞﾛｯｸ塩化ﾋﾞﾆﾙ製（屋内）

GL+250
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GL+250

GL+150

GL+150

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ
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PCフェンス

点字ﾌﾞﾛｯｸ磁器質製（屋外）

点字ﾌﾞﾛｯｸ磁器質製（屋内）

点字ﾌﾞﾛｯｸ磁器質製（屋内）

9000

7200

駐車場20台

B

H

H

B

K

B

B

既存白線消し

建築工事における擁壁、土留はなしとし、必要な場合は開発行為により対応する

凡例

ｱｽﾌｧﾙﾄ t50A

B 縁石（地先境界ﾌﾞﾛｯｸ）

C
U字型 側溝 SUSｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

D ｺﾝｸﾘｰﾄ製車止め

ﾚﾝｶﾞｻﾝﾄﾞｸｯｼｮﾝ敷(ﾍﾘﾎﾞｰﾝ)E

F ﾃﾞｯｷ敷き

透水管暗渠G

U字型 側溝 PC蓋H

景観ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞI

点字ﾌﾞﾛｯｸJ

K
縁石（歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ）

ﾊﾞﾘｶｰ（上下式ｽﾃﾝﾚｽﾊﾞﾘｶｰ)L

ﾊﾞﾘｶｰ（固定式ﾊﾞﾘｶｰ＠2000 ｸｻﾘ付き)M

N ﾊﾟｰｺﾞﾗ

水勾配

　　植栽工事（外構図２参照）

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ押え

法面保護：種子吹付工法

目隠しﾌｪﾝｽ（朝日ｽﾁｰﾙ工業 PCﾌｪﾝｽ) 

白線（駐車場：W100）

雨水枡 細目ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(別途工事)

※　雨水枡と雨水埋設配管は機械設備工事（別途工事）とする。

既存植栽(低木H=0.5m密植)・縁石・土壌H200撤去

縁石･土壌H200･ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装･ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装･側溝(RC製蓋)撤去

一級建築士事務所 ナフ・アーキテクト アンド デザイン 有限会社

DWG.NOSCALEDATEAPPD. CHKD. DWN.JOB.NO

PROJECT TITLE TITLENOTE

広島事務所：〒730-0024 　広島県広島市中区西平塚町8-12シャトレ三陽203　　　TEL 082-543-4602 / FAX 082-543-4603
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・SCALE(Ａ２版)＊７１％(Ａ３版) 三次市農業交流連携拠点施設改修等工事 外構図（既存＋撤去）
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最寄り側溝へ放流

最寄り側溝へ放流
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ﾘﾌﾞ:SUS FB-90×12(十字型)

基礎ﾌﾞﾛｯｸ300×300×300
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駐車場出口用サインF
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Φ33

丸中栓　32ﾐﾘ
車止めｷｬｯﾌﾟ

接着剤 ﾅﾙｼﾙﾊﾞｰ

接着剤

車止めﾋﾟﾝ　D13×L300

C6面取り
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ｺﾝｸﾘｰﾄ製車止め S=1/15

上下式ｽﾃﾝﾚｽﾊﾞﾘｶｰ（ｽﾃﾝﾚｽｸｻﾘ付）/本数：4本

※帝金（株）310C同等品以上とする。

六角キー

φ114.3 ｷｬｯﾌﾟ

SUS304 ﾊﾞﾌ研磨

白反射ﾃｰﾌﾟ
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支柱 SUS304
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　　 小口ﾀﾞｲﾉｯｸｼｰﾄ近似色塗装
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既設屋外キュービクル

イベント分電盤１

イベント分電盤２

イベント分電盤３

空調電源盤２

空調電源盤１

Ｈ

HH2

Ｈ

HH2

Ｈ

HH2

Ｈ

HH2

HH1
Ｈ

幅:1m
アスファルト撤去・新設範囲

ハンドホール部
アスファルト撤去・復旧範囲
W1700 D1700

幅:0.7m
アスファルト撤去・新設範囲

ハンドホール部

W1700 D1700
アスファルト撤去・新設範囲

アスファルト撤去・復旧範囲
幅:0.7m

インターロッキング撤去・復旧範囲
幅:0.7m

アスファルト撤去・復旧範囲
幅:1m

アスファルト撤去・復旧範囲
幅:0.7m

ハンドホール部
アスファルト撤去・復旧範囲
W1700 D1700

アスファルト撤去・復旧範囲
幅:1m

ハンドホール部
アスファルト撤去・復旧範囲
W1700 D1700

アスファルト撤去・復旧範囲
幅:1m

ハンドホール部
アスファルト撤去・復旧範囲
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インターロッキング撤去・復旧範囲
幅:0.7m

インターロッキング撤去・復旧範囲
幅:1m

幅:1m
コンクリート撤去・新設範囲

アスファルト撤去・復旧範囲
幅:0.7m

芝生撤去・復旧範囲
幅:0.7m

芝生撤去・復旧範囲
幅:1m

芝生撤去・復旧範囲
幅:0.7m

アスファルト、インターロッキング、コンクリート、芝生、
フェンス部分撤去・復旧範囲、盤用基礎

W:1000
D:500
H:200(GLからの高さ)

D:500
H:200(GLからの高さ)

W:1000
D:500
H:200(GLからの高さ)

盤用基礎

W:1000
盤用基礎

盤用基礎

ﾒｯｼｭ筋：Φ6 150目

ﾒｯｼｭ筋：Φ6 150目

ﾒｯｼｭ筋：Φ6 150目

（W1800×H1800）

既設フェンス撤去復旧
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身障者駐車スペース向け上屋　ウェルハート　４５００Ｎ／ｍ

２

基本タイプ　間口７１

間口（D）

基本タイプ

記号 奥行（W） 自動車収容台数

CTZ-5871・A（D）-□□H 71 58

※CTZ-5871・A（D）-□□H

高さサイズを表す（25・30）

屋根材を表す（A：ポリカ　D：熱線遮断FRP板　DRタイプ）

間口サイズを表す

奥行サイズを表す

■材質仕様表

柱・梁・側枠・垂木・補助垂木・梁連結スリーブ アルミニウム合金押出形材

アルミニウム合金押出形材

Ａ６０６３Ｓ－Ｔ６

Ａ６０６３Ｓ－Ｔ５

主要部材・部品 材質

屋根パネル
ポリカーボネート板（ｔ＝２．０） 国土交通大臣認定番号：ＤＷ－９０５４

規格

）

■基礎寸法表

●地耐力の簡易判別法は上表を参考にしてください。

●地耐力が３０ｋＮ／ｍ

２

未満の地盤には設置できません。

樋・後枠・パネル押え（端部）・パネル押え

パネル押えピース・アルミたて樋

ボルト等 ステンレス

規格寸法一覧

タイプ

2台
30

25

高さ（H）

製品名を表す

柱補強 一般構造用角型鋼管 ＳＴＫＲ４００

樹脂 ＡＳＡ樋・後枠キャップ

熱線遮断ＦＲＰ板　ＤＲタイプ（ｔ＝２．０） 国土交通大臣認定番号：ＤＲ－９０２７

柱

■主要部材一覧（縮尺１／１０）
梁 樋 側枠

垂木 パネル押え（端部） パネル押え パネル押えピース アルミたて樋

梁連結スリーブ

柱補強

補助垂木

（kN／m

2
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■断面図（縮尺１／２０）

■納まり図（縮尺１／１５０）
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■柱カバー部拡大図（縮尺１／８０）
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TITLE

三次市農業交流連携拠点施設改修等工事 電気設備工事　特記仕様書

2023.12.01
DWG.NOSCALE

N.S E-001

特別管理産業廃棄物は関係法令に従い適切に処理する。

工事

特記仕様書

Ⅰ　工事概要
１．工事場所

２．建物概要

・ 動力設備

・ 雷保護設備

・ 受変電設備

・ 電力貯蔵設備

・ 発電設備

・ 構内情報通信網設備

・ 構内交換設備

・ 情報表示設備

・ 映像・音響設備

・ 拡声設備

・ 誘導支援設備

・ テレビ共同受信設備

・ 監視カメラ設備

・ 駐車場管制設備

・ 防犯・入退室管理設備

・ 火災報知設備

・ 中央監視制御設備

種目

種目

３．工事 （・に○印の付いたものが対象工事種目）

・ 電灯設備

建物別及び屋外 工　　事　　種　　別

建物名称 備　　考

・ 電気自動車用充電設備

・ 電熱設備

・ 構内配電線路

・ 構内通信線路

・ テレビ電波障害防除設備

・ 撤去工事

・ 仮設工事

注）天井高3,000mm以上の場合、上記取付高さにおいて機器の使用に支障が生じる場合は、監督員と協議する。

構  造 階　数
延べ面積（㎡）

消防法施行令

別表第一の区分

建築基準法による
施設の分類

（連結及び単独の場合、EBは D=14 L=1,500 又は W=40 L=1,200 とする）

（ＥＤ ＥＤｔ ＥＬｔ ＥＯ、 、 、 の場合、EBは D=10 L=1,000 又は W=30 L=900 とする）

共同接地

共同接地

Ａ種

Ｂ種

Ｃ種

Ｄ種

Ｄ種

交換装置用

通信用（100Ω）

測定用

高圧避雷器用

電話引込口の保安器用

通信用（10Ω）

EB × 3連 － 2組

EB × 3連 － 2組

EB × 3連 － 2組

EB × 3連 － 2組

EB × 3連 － 2組

EB × 3連 － 2組

EB × 3連 － 2組

EB × 3連 － 2組

EB × 3連 － 2組

EB × 1

EB × 1

EB × 1

EB × 1

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

Ω以下

100Ω以下

Ω以下

100Ω以下

100Ω以下

Ｅ

ＥＡ･Ｃ･Ｄ

Ａ･Ｄ

ＥＡ

ＥＢ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

ＬＨ

ｔ

Ａｔ

Ｄｔ

Ｌｔ

Ｏ

接地抵抗値記　号接地の種類

Ⅱ 工事仕様
１．図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、次の・に○印が付いたものによる。

・

３．本特記仕様書の表記

(1) 項目は、番号に○印が付いたものを適用する。

(2) 特記事項は、・に○印の付いたものを適用する。

・に○印が付かない場合は、※印が付いたものを適用する。

・に○印及び※に○印がついた場合は、共に適用する。

(3) Ｇ 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（以下、「グリーン購入法」という）に基づく「環境物品等の

調達の推進に関する基本方針」に定める判断の基準を満たす物品を示す。

４．その他

・ 公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)(令和４年版)（国土交通省大臣官房官庁営繕部）（以下「標準仕様書」という）

・ 公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)(令和４年版)（国土交通省大臣官房官庁営繕部）（以下「改修標準仕様書」という）

・ 公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)(令和４年版)（国土交通省大臣官房官庁営繕部）（以下「標準図」という）

項　　　　目 特　　　記　　　事　　　項

その対応について監督職員と協議をすること。

１ 関係法令等の遵守

２ 適用区分

関係法令(条例等を含む)の改正等により、工事内容が法令等に抵触するおそれがあることを認識した場合には、

別表－１別表

品　　目

高圧スイッチギヤ（ＣＷ形）

ＬＥＤ照明器具（一般屋内に限る）

照明制御装置

可変速運転用インバーター装置

盤類

高圧機器

交流無停電電源装置

太陽光発電装置

監視カメラ装置

中央監視制御

分電盤

制御盤

高圧スイッチギヤ（ＰＷ形）

高圧交流遮断器

パワーコンディショナー及び

系統連係保護装置

監視制御装置

キュービクル式配電盤

高圧進相コンデンサ

高圧限流ヒューズ

高圧変圧器（特定機器）

高圧負荷開閉器

）

塩害地域

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定に用いる条件と塩害地域

・ 一般地域 ・ 耐塩地域 ・ 重耐塩地域

地表面粗度区分

建設省告示第1455号における区域 別表（

基準風速( Vo ) ( ) m/s

・ Ⅰ ・ Ⅱ ・ Ⅲ ・ Ⅳ

他工種との取合い

３ 別途契約関連工事又は

建築研究所監修）による。

設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針2014年版」（独立行政法人

(1) 設計用水平地震力は、機器の重量［kN］に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。

　　　

設置場所 機器種別
・　特定の施設 ・　一般の施設

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

屋上及び塔屋

機器

防振支持の機器

水槽類

2.0

2.0

2.0

1.5

2.0

1.5

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

中間階

防振支持の機器

機器

水槽類

防振支持の機器

機器 1.5 1.0

1.5 1.5

1.5 1.0

1.0 0.6

1.0 1.0

1.0

1.5 1.0

1.0 0.6

0.6 0.4

1.0 0.6

設計用標準水平震度

 0.6

水槽類 1.5 1.0 1.0 0.6

地階及び１階

上層階、

水槽類には燃料小出曹を含む

重要機器は次のものを示す。

・ 配電盤  ・ 発電装置（防災用）  ・ 直流電源装置  ・ 交流無停電電源装置

・ 交換機  ・ 自動火災報知受信機  ・ 中央監視装置　・ 通信総合盤　・　

(2) 設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

７～９階建の場合は上層２階

10～12階建の場合は上層３階

上層階： ２～６階建の場合は最上階

13階建以上の場合は上層４階

中間階： 地階、１階を除く各階で上層階に該当しない階

上記重要機器をあと施工アンカーにて施工した場合は、施工後確認試験を行う。

　　　　　　施工後確認試験

想定沈下量　（　・　0.2ｍ以下　　・　0.6ｍ以下　　・　1.0ｍ以下　）

地盤変位への対応

分電盤、制御盤、端子盤等の２次側以降の配管配線経路、配線太さ、配線本数、管径等は、図面と相違しても

姿図の形状寸法等は、図面表示と多少相違してもよい。

差しつかえない。ただし、相違する場合は監督職員の承諾を受ける。

・ 塗装（適用箇所：

・ 塗装なし

・ 塗装（適用箇所：

・ 厚鋼電線管は溶融亜鉛めっき仕上げ（付着量300g/㎡以上）

）

）

屋内

屋外

改修後　5日間改修着手前　5日間、

電力（瞬時値）及び電力量（積算地30分単位）も記録すること。

2) 報告書には、測定装置（もしくはソフトウエア）の換算機能により算出された

3) 照度測定は作業面照度（床上0.8m）とし、測定方法はJIS C 7612 による。

1) 測定機器及び計測装置等の詳細は監督職員との協議による。

・ 電流値（記録間隔1分毎）

・ 図示による

その他

照度測定箇所数 改修前及び改修後の照度測定

通常使用状態の電流値：計測日数

計測項目

計測箇所

・ 照度

フラッシュプレートは、図示を除き、( ・ 金属製(ステンレス、新金属を含む)　・ 樹脂製　)とする。

意匠上配慮する必要のある機器の色彩計画を監督職員に提出する。

（ ）箇所以上

・ 

次の電流値等を測定し、報告書を監督職員に提出する。

露出金属配管の仕上げ

接地極の規格・数量

名　　称 測　　点 取付高（mm）

天井高×0.9〃

床上～中心 1,500

(上端1,900以下)

壁掛形親時計

子時計

床上～中心

〃

天井高×0.9

1,300

時
計

壁掛形スピーカ

壁付アッテネータ拡
声

情報表示盤

壁付発信器

ベル、ブザー、チャイム

壁付押ボタン(一般)

床上～中心

〃

〃

〃

天井高×0.9

1,300

2,300

1,300

出
退
・
マ
ル
チ
サ
イ
ン

300

150

200

標準図による

床上～中心

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1,300

1,300

  900

1,500

2,300

  300

  150

外部受付用ｲﾝﾀｰﾎﾝ(子機)

壁付インターホン(上記以外)

インターホン親機

壁付呼出押ﾎﾞﾀﾝ(多機能ﾄｲﾚ)

壁付復帰ﾎﾞﾀﾝ(多機能ﾄｲﾚ)

壁付表示灯(多機能ﾄｲﾚ)

壁付ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ(一般)

　　　　〃　　（和室）

誘
導
支
援

テ
レ
ビ
共
同
受
信

床上～中心

〃

天井下～上端

床上～操作部

〃

床上～中心

〃

〃

床上～上端

  800～1,500

  800～1,500

  800～1,500

天井高×0.9

天井高×0.8

  300

火
災
報
知

テレビ端子（一般）

テレビ端子（和室）

機器収容箱

受信機・副受信機

機器収容箱

発信機

警報ベル

表示灯

液化石油ガス用検知器

名　　称 測　　点 取付高（mm）

電
力
共
通

地上～窓中心

床上～中心

床上～中心

1,800～2,000

1,800～2,200

積算計器

引込開閉器

分電盤

(上端1,900以下)

1,500

電
　
　
灯

2,000～2,500

2,100～2,300

  800～1,300

1,100

1,300

鏡上端～中心

〃

〃

〃

床上～中心

台上～中心

〃

〃

〃

床上～中心

　　　〃　　　（車椅子用）

　　〃　　（鏡上）

　　〃　　（踊場）

　　　〃　　　（土間）

　　　〃　　　（台上）

　　　〃　　　（和室）

壁付コンセント（一般）

ブラケット（一般）

スイッチ(多機能ﾄｲﾚ)

スイッチ

　150～  200

床上～中心 1,500

(上端1,900以下)

〃

〃

〃

1,500

1,300

1,800

壁掛形制御盤

制御用スイッチ

動
　
　
力

床上～下端

天井下～上端

床上～中心

〃

〃 1,300

  300

  150

  900

  150

  300

  200

  300

  150

壁付ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ（一般）

　　 　〃　　　（和室）

壁付電話機（一般）

構
内
交
換

開閉器箱

警報盤

端子盤（室内）

集合保安器箱

機　材　名

引張試験機による引張試験試験方法

確認強度 対象機器ごとのアンカーボルト1本に作用する引抜き力以上

試験箇所数 １施工単位に対し１本以上

(1) 規約効率は、JEM-TR245「汎用インバータの規約効率」により算出した値とする。

三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は次の数値以上とする。

定格電圧200V、IP4X、6極、50Hzの電動機を駆動したときの値とする。

50Hzの電動機を駆動したときの値とする。

(2) 0.4kWの効率は、JIS C 4212「高効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格電圧200V、IP4X、6極、

(3) 0.75kWの効率は,JIS C 4213「低圧三相かご形誘導電動機－低圧トップランナーモータ」の

発電機回路に接続されるコンセントは、回路種別が識別できるものとする。

コードペンダント以外の照明器具は接地する。

貫通部分の配線は、金属管などにて保護する。

取外し再使用機器は、性能確認のため絶縁抵抗測定を行う。

ハンドホール、マンホールのふたは、用途別に「電力」「通信」と表示する。

スイッチ、コンセント、ブランクプレート及びプルボックスなどで用途の判別し難いものは、表示する。

屋外の支持金物、ボルト及びナットなどは、溶融亜鉛めっき仕上げ又はステンレス製とする。

95.5

75

95.5

45

95.5

30

95.5

18.5

94.5

11

94.0

5.5

93.0

2.20.75

88.5 95.5

55

95.5

37

95.5

22

95.0

15

94.5

7.5

94.0

3.7

92.0

1.5

86.0

0.4電動機出力(kW)

規約効率（％）

電力用及び通信用地中配線に埋設標をふ設するものとし、ふ設箇所、個数は図示による。

（素通しヒューズ）を設ける。

照明用ポールには、ガーデンライトを除き、配線用遮断器（引外し装置なし）又はカットアウトスイッチ

アウトレットボックスを取付ける。

（　　　）書きの室名は直天井の室を示し、それ以外は二重天井の室を示す。

８ 発生材の処理等 発生材の処理等

引渡しを要するもの

・ 盤類 ・電線、ケーブル類

・ 蓄電池 ・ ・ PCB使用機器

・ 金属類・ 発注者（施設管理者）に

・ 特別管理産業廃棄物

工事中，特別管理産業廃棄物が発生すると判明した場合，

その処理方法は監督職員と協議する。

・ 放射性物質を含むｲｵﾝ化式感知器 製造業者又は販売業者に回収を委託（ ※ 本工事 ・ 別途 ）

・ HIDランプ ・ 小型二次電池 ・ ・ 再生資源化を図るもの ・ 蛍光管

・ 本工事において調査を行う

・ 

）

・ PCB使用機器の有無について調査を行い結果を監督職員に報告する。

次の 1) から 4) を満たすものとする。

９ 環境への配慮

するものとする。

(2) 本工事において別表－１

(1) 本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を有

の項目を満たすものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたこと

を示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける。

ただし、設計図書に製造業者名が記載されている場合は証明となる資料等の提出は省略することができる。

10 材料・機材の品質等

に示す機材等を使用する場合の機材等の製造業者等は、次の 1) から 6) すべて

完成図等は下記によるほか、監督職員の指示による。

図書の種類

11 完成時の提出図書

(1) 本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、

(2) 本工事において使用する材料のホルムアルデヒド放散量等は、次のとおりとする。

2)

3)

4)

1)

2)

3)

1)

「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用を使用する。

接着剤は可塑剤（フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しない難揮発性

の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

次の表示のあるJAS適合品

接着剤等不使用

非ホルムアルデヒド系接着剤使用

ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

JIS(日本産業規格)及びJAS(日本農林規格)の「F☆☆☆☆」品

合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、

その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、

アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する

接着剤及び塗料にトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

1) の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、ホルムアルデヒド、

アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

a)

b)

C)

d)

e)

1) 品質及び性能に関する試験データを整備していること。

2) 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

3) 安定的な供給が可能であること。

4) 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

6) 販売、保守等の営業体制を整えていること。

データ形式

※ CADデータ

※ 電子データ(PDF形式) ・ CADデータの貸与

・ 監督職員の指示による

その他

接地極の材料は、図面に記載がない場合、下表による。

機器の標準取付高さは、図示に記載がない場合、下表による。

埋込形分電盤からの立上がり予備配管は、予備の配線用遮断器 4個以下の場合(PF22)を 1本、 

5個以上の場合(PF22)を 2本、天井まで立上げる。

なお、スラブ天井の場合は、天井又は梁下 200㎜まで立ち上げ、二重天井の場合は、天井内まで立上げて

図示のない引き下げ部分及び露出部分の配線は MM1(A型)にて保護する。

長さ 1m以上の入線しない電線管には 1.2㎜以上のビニル被覆鉄線を挿入する。

事務室等に設ける OA盤、分電盤、端子盤の鋼板製キャビネット(溶融亜鉛めっきを施すものを除く）等及び

・ 石綿含有設備資機材（・ 配線用遮断器 ・ 

２．本工事に建築工事、機械設備工事を含む場合、建築工事、機械設備工事はそれぞれの工事特記仕様書による。

風圧力

積雪荷重

４ 工事の記録 報告に用いる書式等

※ 監督職員の指示による ・ 

工事現場におく電気保安技術者は、電気工作物の保安の業務を行うものとし、第１種、第２種、第３種電気主任

500kW以上の需要設備

100kW以上500kW未満の需要設備

100kW未満の需要設備

１級電気工事施工管理技士

１級電気工事施工管理技士

１級電気工事施工管理技士

第１種電気工事士

第１種電気工事士

２級電気工事施工管理技士

第２種電気工事士

最大電力 同等の知識を有する者

５ 電気保安技術者

６ 電気工事士

技術者の資格を有する者又は次の同等の知識を有する者とする。

）

） ・ 無

・ 無

）施工日・施工時間

工事車両の駐車場所

資機材置場所

その他

・ 有（

※ 有（駐車場所： ※ 工事用地内　・ 

※ 有（置 場 所： ※ 工事用地内　・ 

７ 施工条件 施工条件

最大電力500kW以上の場合においても、第１種電気工事士により施工を行うものとする。

(3) 設備機器の設置、取合い等が検討のできる施工図を作成し、監督職員の確認を受ける。

(1) 建築、電気設備、機械設備等の工事区分は工事区分表による。

これにより難い場合は、監督職員と協議する。

本工事に必要な工事用電力、水及び官公署その他への諸手続などの費用は、すべて受注者の負担とする。

・ 別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

・ 本工事で設置する。(改修標準仕様書第１編2.2.2によるほか下記による。）

・ 外部足場等（ ・ 　　　種　　・ 　　　　種 ）

・ 内部足場等（ ・ 　　　種　　・ 　　　　種 ）

・ 設ける（ ・ 面積規模（ ・ 既存の建物内の一部を使用する12 監督職員事務所

13 工事用仮設物

14 工事用電力、水、その他

15 足場その他

改修標準仕様書によるほか、下記による。16 施工調査

はつり及び穿孔作業を行う場合、事前に走査式埋設物調査（電磁誘導法又は電磁レーダー法）を行い、

監督職員に報告すること。

根切土の中の良質土

（ ）km

処理場所

受け入れ場所

処置方法

搬出距離

処置方法

・ 敷きならし ※ たい積

・ 敷きならし ・ たい積

17 埋め戻し土、盛土

処理内容

※ 構外搬出適切処理

・ 構外指示の場所

・ 構内指示の場所

18 建設発生土の処理 建設発生土の処理

事前調査

調査項目

調査範囲

調査方法

・ 別途

・ 図示による

・ 

・ 図示による ・ 

・  既存図

・ 本工事

・ 工事範囲

・ 目視

・ 既存資料調査

・ 構内に受注者の負担とする、工事用仮設物をつくることが出来る。

施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は発注者に移譲するものとする。

CADデータを貸与する場合、当該工事における完成図又は施工図の作成以外に使用してはならない。

完成図

・ 紙ベース

パイプ式ファイル

提出媒体

CD-R

CD-R

枚

枚

部

部

二つ折り製本

(2) 建築工事、設備工事を含めた総合図を作成し、監督職員の確認を受ける。

壁付け器具、床置き機器、天井付け機器の撤去跡の取付ボルト孔、壁面、天井面の変色等は補修を行う。

仮電源　　（　・ 受変電　　　　・ 発電　　　　・ 

）

）

仮設備期間（　・ 図示による　　・ 

19 仮設備工事

20 撤去後の補修

標準仕様書第1編1.7.3 による※ 電子データ(PDF形式)保全に関する資料

・ 紙ベース パイプ式ファイル

(ｵﾘｼﾞﾅﾙ形式)

CD-R

CD-R

枚

枚

部

※ 電子データ

・ CADデータの貸与

・ 紙ベース

※ 電子データ(PDF形式)

パイプ式ファイル

CD-R

CD-R

枚

枚

部

部

部

※ 電子データ(PDF形式)

パイプ式ファイル

二つ折り製本

・ 施工図

・ 施工計画書

・ 紙ベース

）㎡程度 ）

（・ 既存完成図の修正）

21 耐震施工

22 あと施工アンカーの

23 建物引込部の

24 配線本数、管路等

25 形状・寸法等

26 金属製電線管の仕上げ

28 電流値等の計測

29 盤類等の色彩計画

30 プレートの材質

31 天井仕上区分

32 屋外の支持金物 

33 呼び線

34 表　示

35 再使用機器

36 電路の保護

37 照明器具の接地

38 発電機回路コンセント

39 インバータ装置の規約効率

40 予備配管

41 照明用ポ－ル

42 地中埋設標

43 接地極

44 機器取付高さ

27 一般照明の照度測定 主要室は照度測定を行い、その結果を監督職員に報告する。撤去一式

改設一式

改設一式

改設一式

改設一式

農業交流連携
拠点施設

屋外

1,066.27㎡平屋建木造農業交流連携拠点施設

広島県三次市東酒屋町１０４３８番地

三次市農業交流連携施設改修等工事　　　　　　　　　　　　　　　　　電気設備工事
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三次市農業交流連携拠点施設改修等工事 電灯設備（電灯幹線）・動力設備（動力分岐）１階配線図
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DWG.NOSCALE
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Y0

Y4

Y7 

Y9

Y11

Y13

Y16

Y21

Y22

Y24

Y12

Y14

Y6

Y5

Y1

Y3

Y8

Y10

Y18

Y15

Y19

Y20

Y23

Y2

Y17

7000 4000 2000
25500 6000

7000

X8 X12 X16 X17 X18X10 X11 X15X13X9 X14

18500

X0 X1 X3 X6 X7X4X2 X5

11500

飲食施設

ﾌｰﾄﾞｺｰﾄ
（ﾃｲｸｱｳﾄ）

厨房

（惣菜等調理室兼用）

更衣室

通路03

従業員ﾄｲﾚ

調理体験工房

バックヤード

通路01

休憩室

保冷庫 男子更衣室

事務室

授乳室

女子更衣室

女子ﾄｲﾚ

多目的ﾄｲﾚ
通路02

男子ﾄｲﾚ

パン工房厨房

喫茶厨房

売り場

農産物等売場

農産物売場
（商工品関係）

情報ｺｰﾅｰ
（休憩室）

風除室

空調電源盤１

既設LM-1 Ｓ

空調電源盤２

60

※既設分電盤LM-1の主幹2次側より分岐とする

201

3.5

5.5

記号 名称 仕様

動力盤 動力制御盤結線図参照

電灯分電盤結線図参照電灯分盤

天井ころがし配線

天井隠ぺい配管配線

床隠ぺい配管配線

露出配管配線

地中埋設配線

特記なき記号は下記による。

位置ボックス 各種

プルボックス 各種

立上げ、引下げ部分は上記保護管により保護とする。

特記なき配線は下記による。

EM-CE5.5°-4C　(G28)

EM-CET 60°E14° (G70）

EM-EEF2.0-3C (E25)

EM-CE5.5°-4C (FEP30)

EM-CET 60°E14°(FEP65）

＜　注記　＞
空調リモコン部分は露出スイッチボックス取付及び空配管（E19）を行うこと。

5.5

60

5.5

60

F30（防水）

負荷名称

G28EM-CE5.5°-4C空調室外機（PAC-2）A

２種可とう電線管電線管ケーブルサイズ回路番号

※室外機への接続は二種金属可とう電線管にて保護のこと

※空調電源盤２負荷リスト

回路番号

A

負荷名称

空調室外機（PAC-1）

ケーブルサイズ

EM-CET60°E14°

電線管

G70

２種可とう電線管

F76（防水）

※空調電源盤１負荷リスト

※室外機への接続は二種金属可とう電線管にて保護のこと

記号

200×200×200(SS)

名称

222

但し、WP印は防水型ステンレス製とする。

プルボックスリスト

300×300×300(SS)333

手元開閉器盤Ｓ

Ｒ 空調リモコンスイッチ 別途機械設備工事

3.5 EM-CE3.5°-3C　　　　　　　　保護管(E25)

鋼板製　壁掛型　MCCB50/20AT×1
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三次市農業交流連携拠点施設改修等工事 高圧単線結線図
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DWG.NOSCALE

N.S E-003

L1 L3L2
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ＰＣｘ２ＰＣｘ３
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ＰＣｘ３
７．２ｋＶ

AC100V

K-1へ

ＬＧＲ

5.5゜5.5゜60゜60゜

EA,D EB Ep Ec

Ｉ
Ａ

Ｖ
Ｆ

ＣＴｘ２

M3M1

ＺＣＴ
１

ＣＴｘ２
ｘ２

ＦＶＴｘ２ＰＦ
Ｖ

ＡＷ

ＬＢＳ
７.２ｋＶ
２００Ａ
ＰＦ×３

ＶＣＴ Wh

電力会社工事

６ｋＶ ＥＭ-ＣＥＴ３８゜

ＣＨ

ＣＨ

ＥＤ ＥＡ

１４５.５

ＳＯＧ

ＰＡＳ　７.２ｋＶ２００Ａ

（ＶＴ・ＬＡ内蔵　ＳＯＧ付）

構内柱
ＣＰ１２－１９－５００

３φ３Ｗ　６６００Ｖ　６０Ｈｚ

Ｉ

3

Ｉ

M2 M4

Ｔｒ１φ３Ｗ
６.６ｋＶ／
２１０Ｖ－１０５Ｖ
５０ｋＶＡ（撤去）

Ｔｒ３φ３Ｗ
６.６ｋＶ／
２１０Ｖ
１００ｋＶＡ（撤去）

ＳＲ
　６％

ＳＣ
３φ
１２．８ｋｖａｒ（撤去）

７５ｋＶＡ（新設）１５０ｋＶＡ（新設）

５０ｋｖａｒ（新設）

L4 L5 L6M5 M6

幹線No 負荷容量 負荷名称 開閉器容量変圧器

No.1

3φ150kVA

148.976KW

M1 L1

L2

No.2

1φ75kVA

(24.174)

(KW)

LM-1

LM-2

76.107kVA

幹線No 負荷容量 負荷名称 開閉器容量変圧器

MCCB3P　200A/150A

MCCB3P　200A/125A

配線サイズ配線サイズ (kVA)

(17.821)

EM-CET60°MCCB3P　100A/ 75ALM-1

予　備 MCCB3P　100A/100A

L3 LM-3 MCCB3P　100A/50A(5.312)

M2 MCCB3P　225A/175ALM-2

M3 MCCB3P　225A/225ALM-3

EM-CET60°

EM-CET100°

EM-CET60°E14°

EM-CET60°E14°

EM-CET22°E14°

L6

L5

L4  9.60 ｲﾍﾞﾝﾄ分電盤1 MCCB3P　100A/100A

MCCB3P　100A/100A

MCCB3P　100A/100A EM-CET60°E5.5°

EM-CET60°E5.5°

EM-CET60°E5.5°

ｲﾍﾞﾝﾄ分電盤2

ｲﾍﾞﾝﾄ分電盤3

 9.60

 9.60EM-CE5.5°-3C E5.5°

EM-CET60° E14°MCCB3P　225A/225A

MCCB3P　100A/75A空調電源盤2

空調電源盤1

M6

M5

M4 LM-3 MCCB3P　50A/30A EM-CV5.5°-4C

(43.96)

(32.47)

(47.296)

 22.80

 2.45

屋外型　高圧キュービクル姿図・仕様

換気扇

5
00

2
40
0

800 800

2400 2200

GL+200

800

＜工事概要＞
実線部分の変圧器・コンデンサの新設及びブレーカーの新設を行う
上記改修に伴い、配線及び機器の改修も行うこと

栓形ヒューズ

ケーブルヘッド

電圧計切換スイッチ

電流計切換スイッチ

Ｆ

Ｃ　Ｈ

Ｖ

Ａ

低圧地絡継電器

電　流　計

電　圧　計

(LGR)

電　力　量　計

Ｗ 電　力　計

Ｉ ３回路用

方向性有高圧地絡継電器Ｉ

記号 名　　称 備　考

ＬＢＳ 負荷開閉器（ＰＦ付）

高圧カットアウトスイッチ

配線用しゃ断器

計器用変圧器

計器用変流器

モールド型

モールド型

油入自冷式

零相変流器

進相コンデンサ

変　圧　器

ＺＣＴ

Ｓ　Ｃ

Ｃ　Ｔ

Ｐ　Ｃ

Ｖ　Ｔ

Ｔ

ＭＣＣＢ

電力ヒューズＰ　Ｆ

Ｓ　Ｒ 直列リアクトル

油入式

油入式

欠相保護付

　高　圧　受　変　電　設　備　系　統　図
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三次市農業交流連携拠点施設改修等工事 幹線系統図・ブロック図

2023.12.01
DWG.NOSCALE

N.S E-004

記　号 幹線サイズ

L4

L5

L6

露出 地中

EM－CET60°E5.5°×2 G70 FEP65

EM－CET60°E5.5°×2 G70 FEP65

EM－CET60°E5.5°×2 G70 FEP65

M5

M4

EM－CE5.5°-3C E5.5°×2

EM－CET60°E14°×2 G70

G28 FEP30

FEP65

Ｌ４ Ｌ５

EM-CET60° E5.5°×2

ｲﾍﾞﾝﾄ分電盤

EM-CET60° E5.5°×2

ｲﾍﾞﾝﾄ分電盤

EM-CET60° E5.5°×2

ｲﾍﾞﾝﾄ分電盤

Ｌ６

幹 線 ブ ロ ッ ク 図

EM-CE5.5°-3C E5.5°×2

空調電源盤2

屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

EM-CET60° E14°×2

空調電源盤1

Ｍ５Ｍ４

屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ 屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ 屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

Ｈ Ｈ Ｈ

885WP

Ｈ

屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

L5 L6 M5

L4 L5 L6

ｲﾍﾞﾝﾄ分電盤1 ｲﾍﾞﾝﾄ分電盤2 ｲﾍﾞﾝﾄ分電盤3空調電源盤2

M5

空調電源盤1

M4

L4

L5 L6L4

分電盤基礎（別途建築工事） 分電盤基礎（別途建築工事） 分電盤基礎（別途建築工事） 分電盤基礎（別途建築工事）

分電盤基礎（別途建築工事）
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三次市農業交流連携拠点施設改修等工事 構内配電線路図
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1/300 E-006

60
00

N

既設屋外キュービクル

Ｈ

HH2

Ｈ

HH2

Ｈ

HH2

Ｈ

HH2

HH1
Ｈ

885WP

※Ｄ

※Ｄ

※Ｄ

※Ｇ

※Ｅ

※Ｄ

※Ｂ

※Ｂ

※Ａ

※Ｃ

※Ｆ

記号 名称 仕様

プルボックス

ハンドホール

各種

H1-9　鉄蓋（R8K-60）

結線図参照電灯分電盤

Ｈ HH1

天井ころがし配線

天井隠ぺい配管配線

床隠ぺい配管配線

露出配管配線

地中埋設配線

特記なき記号は下記による。

記号

800×800×500(SS)

名称

885

但し、WP印は防水型ステンレス製とする。

Ｌ４ EM-CET 60° E5.5°×2 (FEP65)

※Ａ

Ｌ５ EM-CET 60° E5.5°×2 (FEP65)

※Ｅ

Ｌ６ EM-CET 60° E5.5°×2 (FEP65)

※Ｆ

※Ｇ

Ｌ４ EM-CET 60° E5.5°×2 (FEP65)

Ｌ５ EM-CET 60° E5.5°×2 (FEP65)

Ｌ６ EM-CET 60° E5.5°×2 (FEP65)

プルボックスリスト

名称 ケーブルサイズ 電線管

名称 ケーブルサイズ 電線管

電線管ケーブルサイズ名称

電線管ケーブルサイズ名称

Ｍ４

Ｍ５ EM-CE5.5°-3C E5.5°×2

EM-CET 60° E14°×2 (FEP65)

(FEP30)

Ｍ４ EM-CET 60° E14°×2 (FEP65)

※Ｂ

※Ｃ

Ｍ５ EM-CE5.5°-3C E5.5°×2 (FEP30)

名称 ケーブルサイズ 電線管

名称 ケーブルサイズ 電線管

Ｌ４ EM-CET 60° E5.5°×2 (FEP65)

※Ｄ

Ｌ５ EM-CET 60° E5.5°×2 (FEP65)

Ｌ６ EM-CET 60° E5.5°×2 (FEP65)

名称 ケーブルサイズ 電線管

HH2Ｈ ハンドホール H2-9　鉄蓋（R8K-60）

地中埋設標 鉄製

＜　注記　＞
アスファルト舗装、インターロッキング舗装、コンクリート仕上げ、
芝生部分の撤去・復旧は全て建築工事とする

PAC
10

3φ200V
28.7kW

3φ200V
2.45kW

PAC
11

イベント分電盤１

イベント分電盤２

イベント分電盤３

空調電源盤２

空調電源盤１
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TITLE

三次市農業交流連携拠点施設改修等工事 電灯分電盤・動力制御盤結線図

2023.12.01
DWG.NOSCALE

N.S E-005

液面制御回路液面自動運転消火栓ポンプ遠方操作回路連動回路等一般操作回路（　　　起動）一般操作回路ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ

ｈ ｉ ｊ ｋ液面自動交互運転（異常時同時運転） 液面制御警報回路 液面制御警報回路（２槽式） 警報回路

 ｍブザー回路 リモコン操作

Ｃ－Ｔ制御．パルス接点出力
自動（運転）運転動力監視　

自動（連動）発停失敗監視付
状態監視 警報監視 パルス接点 電圧入力ヘホニハロイ

端末伝送装置
（ＤＧＰ）

現場側機器

凡 　 　 例

電流計（２．５級）

電磁接触器

主電磁接触器

時延継電器

フリッカ継電器

補助継電器

自動交互継電器

液面制御継電器

ブ　　ザ　　ー

タ　イ　マ　ー

始動用接触器

キープリレー

サーマルリレー

(赤)運転表示灯

(緑)停止表示灯

(橙)故障表示灯

(黄)液面警報表示灯

(白)電源表示灯

配線用遮断器MCCB

MMCB

ELCB

ELCB
(M)

FS

COS

電動機保護用
漏電遮断器

フロートスイッチ

切替スイッチ

双投式スイッチ

押釦スイッチ

ヒ　ュ　ー　ズ

電　極　棒
（傍記数字は本数）

外部配線用端子

  １．

　２．

　３．

　４．

　５．

　６．

　７．

　８．

遮断器のトリップ容量は　各電動機の定格容量に適合したものを使用する。

電流計は超過目盛とし　置針指針付とする。（３０Ａ以下ＣＴ不要）

電動機名称盤には　容量も併記する。

各制御盤には　各電動機毎に接地端子を設ける。

盤内機器．遮断器．電磁接触器等に負荷名称を記入する。

ＭＣＣＢは５０ＡＦ以上のものを使用する。

幹線は端子受けとし、幹線分岐のあるものは送り端子を設けること。

仕様は現場監督員と協議を行うこと｡

特
　
記
　
事
　
項

電動機保護用
配線用遮断器

漏電遮断器

DT

PB

F

標 準 結 線 図

ＭＣＣＢ

ＥＬＣＢＡ２

Ａ１ Ｂ１

Ｂ２ Ｃ２

Ｃ１ Ｄ１

Ｄ２

Ｅ１

Ｅ２ Ｆ２

Ｆ１ Ｇ１

Ｇ２ Ｈ２

Ｈ１ Ｊ１

Ｊ２ Ｋ２

Ｋ１ Ｌ１

Ｌ２Ｉ２

Ｉ１

ＥＬＣＢ ＥＬＣＢ（Ｍ） ＥＬＣＢ（Ｍ）ＥＬＣＢ（Ｍ） ＥＬＣＢ（Ｍ） ＥＬＣＢ（Ｍ） ＥＬＣＢ（Ｍ） ＥＬＣＢ（Ｍ） ＥＬＣＢ（Ｍ） ＥＬＣＢ（Ｍ） ＥＬＣＢ（Ｍ）

ＭＣＣＢ ＭＣＣＢ ＭＣＣＢ ＭＣＣＢ ＭＣＣＢ ＭＣＣＢ ＭＣＣＢ ＭＣＣＢ ＭＣＣＢ ＭＣＣＢ ＭＣＣＢ

　９．電力量計は検定付とする。

１０．動力盤リスト内の　　　はインバータを示す。INV

３φ３Ｗ
２００Ｖ

空調電源盤2

３φ３Ｗ
２００Ｖ

空調電源盤1

鋼板製　屋外防水壁掛型　扉付

鋼板製　屋外防水壁掛型　扉付

下方向より

L4～L6

盤名称 ・ 形状

電気方式 ・ 幹線番号

動力

番号
機  器  名  称

容量

（ｋＷ）

分岐開閉器
相

電圧

（Ｖ）

設
置
階

制御

(INV)

結線記号 配線 現場盤 警報盤 電力

量計

火災

停止

インター

ロック
備　　　　考

ＡＦ ＡＴ 主回路 制御 主回路 制御 発停 状態 警報 発停 状態 警報

A 空調室外機(PAC-1) 28.70 225 225 3 200 1 A2 60

(28.70)

A 空調室外機(PAC-2) 2.45 100 60 3 200 1 A2 5.5

(2.45)

常用回路

１００／２００Ｖ

１０ＫＡ以上

１φ３W

種別

相線

電圧

定格電流

定格遮断電流

分電盤名称

キャビネット形式

負荷容量

備考

電気方式

主幹器具

イベント分電盤３

鋼板製　屋外防水自立型　扉付

６０Ａ

ＶＡ９，６００

イベント分電盤２

イベント分電盤１

備　　　　考
負荷容量 （ＶＡ） 分  岐  開  閉  器 電圧 （Ｖ）

供  給  室  名
回  路

番  号

回  路

番  号
供  給  室  名

電圧 （Ｖ） 分  岐  開  閉  器 負荷容量 （ＶＡ）
備　　　　考

コンセント 電灯 定格電流 MCCB ELCB 100 200 200 100 MCCB ELCB 定格電流 電灯 コンセント

1,600 20 ○ ○ イベント用 301 302 イベント用 ○ ○ 20 1,600

1,600 20 ○ ○ イベント用 303 304 イベント用 ○ ○ 20 1,600

1,600 20 ○ ○ イベント用 305 306 イベント用 ○ ○ 20 1,600

（予備スペース）

4,800 合  計 合  計 4,800

（予備スペース）

＜　注記　＞
１．主幹の配線用遮断器は、中性線欠相保護機能付とする
２．１回路につき防水コンセントを１個接続すること（計６個）
　２個分の予備スペースを設けること
　ブレーカーからコンセント間、接地端子からコンセント間を盤内配線にて接続すること
　盤は上段にブレーカー部、下段にコンセント部として分け、
　盤の扉は上段と下段で別々に開閉可能な仕様とすること

イベント分電盤　取付参考図

ブレーカー部

コンセント部
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三次市農業交流連携拠点施設改修等工事 動力設備（動力分岐）１階撤去図

2023.12.01
DWG.NOSCALE

1/100 E-007

45°

fix

fixfix

LM-1

PAC
7

PAC
7

PAC
8

PAC
8

P3

P2

特記なき配線は下記による。

EM-CE5.5°-3C E2.0

※図面内の盤以外は全て撤去とする



保温の厚さ 25mm、範囲は図示による

保温の厚さ 25mm、範囲は図示による

不要（屋内露出は除く）

標準仕様書第2編3.1.4の温水管の項による

標準仕様書第2編3.1.4の温水管の項による(ｴｱ抜き弁以降の配管は除く)

標準仕様書第2編3.1.5 の排水管の項による

図示したダクト及びチャンバー類とする

・ 図示による・ Ⅰ

１．図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、次の・に○印が付いたものによる。

(1) 項目は、番号に○印が付いたものを適用する。

(2) 特記事項は、・に○印の付いたものを適用する。

　　　　　　　　・に○印が付かない場合は、※印が付いたものを適用する。

　　　　　　　　・に○印及び※に○印がついた場合は、共に適用する。

章 項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

一
般
共
通
事
項

Ⅰ　工事概要

三次市農業交流連携拠点施設改修等工事 機械設備工事　特記仕様書

１．工事場所

２．建物概要

・ 空気調和設備

・ 換気設備

・ 排煙設備

・ 中央監視設備

・ 自動制御設備

・ 衛生器具設備

・ 給水設備

・ 排水設備

・ 給湯設備

・ 消火設備

・ 厨房設備

・ ガス設備

・ 浄化槽設備

・ 撤去工事

・ 仮設工事

空
気
調
和
設
備

一
般
共
通
事
項
（
続
き
）

工　　　　　　事　　　　　　種　　　　　　別

工事種目

建物名称 備　考

建物別及び屋外

一
般
共
通
事
項
（
続
き
）

１ 関係法令等の遵守 関係法令（条例等を含む）の改定等により、工事内容が法令等に抵触する恐れがあることを認識した場合は、

その対応について監督職員と協議をすること。

２ 適用区分

）

施設の分類構　造 階　数
延べ面積（㎡）

消防法施行令

別表第一の区分

建築基準法による

３．工事種目（ ・に○印の付いたものを適用する）

４．設備概要（ ・に○印が付いたものを適用する） なお、改修の場合は既存設備概要を示す

主要熱源機器

空調方式

・ 冷温水発生機　　　　　　　・ ターボ冷凍機　　　　　　　　・ ボイラ

・ 空冷ヒートポンプチラー　　・ 水冷ヒートポンプチラー　　　・ パッケージ形空気調和機

・ 外調機＋エアハン　　　　　・ 外調機＋ファンコイル　　　　・ 外調機＋ビルマルチ

・ 全熱交換器＋ファンコイル　・ 全熱交換器＋ビルマルチ　　　・ 空冷ヒートポンプパッケージ方式

方式及び種別 設　備　概　要

夏期

冬期

２ 鋼板製煙道

自
動
制
御
設
備

１ 中央監視制御装置

別図（　　／　　）による。

・ 有り（ ・ 新設　　・ 既設 ）　　・ 無し

２ システムの構成・機能温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH)

℃ ％

℃％％ ℃℃ ％℃％

 9時

12時

14時

16時

℃ ％

℃ ％

℃ ％

％ ％℃ ℃％ ℃

外　　気
一般系統

屋内（調整目標）

７ 発生材の処理等

Ⅱ　工事仕様

３．本特記仕様書の表記

４．その他

(3) Ｇ 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（以下、「グリーン購入法」という）に基づく「環境物品等の

　　調達の推進に関する基本方針」に定める判断の基準を満たす物品を示す。

　　　・　

・ 公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)(令和４年版)（国土交通省大臣官房官庁営繕部）（以下「標準仕様書」という）

・ 公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)(令和４年版)（国土交通省大臣官房官庁営繕部）（以下「改修標準仕様書」という）

・ 公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)(令和４年版)（国土交通省大臣官房官庁営繕部）（以下「標準図」といu）

塩害地域

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定に用いる条件と塩害地域

・ 耐塩地域 ・ 重耐塩地域

地表面粗度区分

３ 別途契約関連工事又は

他工種との取合い

建設省告示第1455号における区域 別表（

基準風速( Vo ) ( ) m/s

・ Ⅲ ・ Ⅳ

(1) 鋼板厚（　・ 3.2mm　　　・ 4.5mm　　　・ SUS304製　　　・ 3.0mm以上　）

(2) 伸縮継手、掃除口及びばいじん量測定口の位置は、図示による。

(3) 煙道のばいじん量測定口は直線部直径 80φmmでフランジ付とする。

(4) ガス焚きの機器が接続する場合は、水抜き用タッピングを設ける。

４ 風量測定口 取付位置 ※ 図示による ・ 送風機（空調機等も含む）に近傍した吐出側ダクト ・ 外気取入れダクト

５ チャンバー

(3) 外壁に面するガラリに直接取付けるチャンバー及びホッパーは雨水の滞留のないように施工する。

(1) 内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

チャンバーには、点検口を設ける。なお、点検口の大きさは図示による。

(2) 空気調和機に取付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系で消音内貼りした

・ 

・ 低圧ダクト

・ スパイラルダクト

・ 高圧1ダクト

・ ステンレスダクト、塩化ビニルダクト

・ コーナーボルト工法（長辺の長さ 1,500mm以下の部分）

・ アングルフランジ工法

・ 低圧

ピストンダンパー

防煙ダンパー 標準仕様書によるほか、次のとおりとし、定格入力はDC24Vとする。

復帰方式：　・ 遠隔型（電気式）　　・ 手元型

復帰方式：　・ 遠隔型（電気式）　　・ 手元型

１ 設計温湿度 設計温湿度

３ ダクト ダクト

６ ダンパー ダンパー

・ 一般地域

適用範囲は図示による

適用範囲、仕様は図示による

・ 一般配管用ステンレス鋼鋼管(SUS304 TPD)

・ 

７ 配管材料 配管材料

蒸気管

油管

冷温水管

高温水管

・ 圧力配管用炭素鋼鋼管(Sch40 黒)

・ 

・ 

給気管

還管

・ 配管用炭素鋼鋼管(SGP 黒)

・ 配管用炭素鋼鋼管(SGP 黒)

・ 配管用炭素鋼鋼管(SGP 白)

・ 配管用炭素鋼鋼管(SGP 白)

・ 圧力配管用炭素鋼鋼管(Sch80 黒)

・ 一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管(SUS304 TPD)

10 伸縮管継手

JIS又はJV（ ・ 5K ・ 10K（図示部分））

・ 65A以上の冷温水・冷却水用弁装置の仕切弁はバタフライ弁とする。

・ 鋼管用伸縮継手の種類は図示による。

・ ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

・ ファンコイルユニットと冷温水管の接続部（往・還）には、ボール弁を取付ける。

図示の位置及び、次の位置に取り付ける。

瞬間流量計

８ 弁　類

９ 温度計、圧力計、

機器名 取付け位置

冷凍機

吸収冷温水機

ボイラー

空気調和機

熱交換器

空気調和機

冷水管及び冷却水管（送り、返り）

冷水管及び冷却水管（送り又は返り）

冷温水管及び冷却水管（送り、返り）

冷温水管及び冷却水管（送り又は返り）

温水管（返り）

冷温水管（送り、返り）

三方弁装置後の冷温水管（返り）

冷温水管（送り又は返り）

温水管（送り、返り）

冷温水ヘッダー（往）及び冷温水ヘッダーの各返り管

冷温水ヘッダーの各送り管

サプライチャンバー、レタンダクト、

外気取入れダクト及びレタンチャンバー

冷温水ヘッダー

(パッケージ形を含む)

(2) 温度計は円形指示計（バイメタル式）とする。

(3) 瞬間流量計設置形式は次による。

(1) 熱源機器（冷凍機・チラー等）の盤内でデジタル表示されて二重計測になる場合は、

監督職員の承諾を得て取り止めることが出来る。

・ 固定形 ・ 着脱形（瞬間流量計（　　）組を備品とする） ・ 超音波流量計を備品とする

瞬間流量計

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

圧力計温度計

※

※

※

※

鋼管用伸縮継手 ・ ベローズ型（蒸気以外）

・ 複式（場所は図示による）

防振継手 ・ ベローズ型（SUS製）

フレキシブルジョイント

蒸気系統

上記以外

ファンコイル系統

・ ベローズ型（SUS製）

・ スリーブ型（蒸気配管）

・ 単式

・ 合成ゴム製（水用）

・ 内面合成ゴム製（外面SUS304製、保温付）

・ ベローズ型（SUS製）

・ 合成ゴム製（水用）

継手、フレキシブルジョイント

   防振継手

   フレキシブルジョイント

制御盤には、次の端子を設ける。フロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様とする。

図示の位置に取り付ける。

・ 返油ポンプ制御　　・ 減油警報　　・ 

呼び径 65A 以上のストレーナーには、清掃時の水抜き弁を設ける。

・ 給油ポンプ制御　　・ 満油警報　　・ 遠隔警報　　・ 漏えい検知警報

標準仕様書第2編3.1.4 によるほか、次による。

ボイラー等への補給水管の保温

ユニットの排水管の保温

・ 還りダクト（RAダクト）の保温

・ 外気ダクト（OAダクト）の保温

・ 蒸気還り管の保温

・ 膨張管及び膨張タンクより

・ 建物内のエア抜き管の保温

・ 空気調和機及びファンコイル

・ 冷媒管の保温外装

・ 消音内貼りの施工箇所

・ 保温化粧ケース（材質：樹脂製）

・ カラー亜鉛鉄板

屋内露出箇所

屋外露出箇所

）

・ 

11 ストレーナー

12 油面制御装置

13 絶縁継手

14 保温及び消音内貼り

冷媒管 ・ 

・ VP

・ 断熱材被覆銅管(メーカー標準)

・ 配管用炭素鋼鋼管(SGP 白)

・ 配管用炭素鋼鋼管(SGP 白)

３ 電気計装用配線 電気計装用配線

電線及びＥＭケーブル

屋外・屋内露出の配線

天井内隠ぺいの配線

標準仕様書第４編1.5.1 表4.1.11 による

図示がなければ金属管配線とする

図示がなければケーブル配線とする

特別管理産業廃棄物は関係法令に従い適切に処理する。

発生材の処理等

引渡しを要するもの

・ 発注者（施設管理者）に

・ 特別管理産業廃棄物

工事中，特別管理産業廃棄物が発生すると判明した場合，

その処理方法は監督職員と協議する。

・ 本工事において調査を行う

・ 金属類(機器類) ・ 金属類(配管類) ・ 金属類(ダクト)

・ 金属類( ) ・ 

・ 配管用成形保温材（石綿含有） ・ 石綿含有建材

・ 

）

・ フランジ用ガスケット（石綿含有）

・ 再生資源化を図るもの ・ 

　  次の 1) から 4) を満たすものとする。

(1) 本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、

(2) 本工事において使用する材料のホルムアルデヒド放散量等は，次のとおりとする。

８ 環境への配慮

 　 有するものとする。

(2) 本工事に於いて別表－１に材料・機材等が記載された製造業者等は、次の 1) から 6) すべての事項を

 　 書面を提出して監督職員の承諾を受ける。

　  満たすものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す

 　 ただし、製造業者名等が記載されている場合は証明となる資料等の提出を省略することができる。

９ 材料・機材等の品質等

・ 配管施工（配管工事）　・ 建築板金施工（ダクト製作及び取付）　・ 熱絶縁施工（保温工事）

・ 冷凍，空気調和機器施工（冷凍空調機器の据付）　・（ 　　　　　　　　）

原則として、「機械設備工事機材承諾図様式集(令和元年版)」（国土交通省大臣官房官庁営繕部）に

よるほか、監督職員との協議による。

10 機材の承諾図

11 技能士の適用

12 完成時の提出図書 完成図等は下記によるほか、監督職員の指示による。

図書の種類

(1) 本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を

建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

次の表示のあるJAS適合品

1)

2)

3)

JIS(日本産業規格)及びJAS(日本農林規格)の「F☆☆☆☆」品

　　1) 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、

　　　 その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、

　　　 アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は、発散が極めて少ない材料で設計図書の規定する

　　　 「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

　　2) 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

　　3) 接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない

　　　 難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　　4) 1) の材料等を使用して作られた家具，書架，実験台，その他の什器類等は、ホルムアルデヒド、

　　　 アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、放散が極めて少ない材料を使用したものとする。

e)

d)

C)

b)

a) 接着剤等不使用

非ホルムアルデヒド系接着剤使用

ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

　　　1) 品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　　　2) 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　　　3) 安定的な供給が可能であること。

　　　4) 法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　　5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　　6) 販売、保守等の営業体制が整えられていること。（なお、システムとして機能するものに

　　　　 あっては、システムの構築能力があり、現場での施工体制が整えられていること）

データ形式 その他

・ 監督職員の指示による

・ CADデータの貸与

※ CADデータ

※ 電子データ(PDF形式)

・ 石綿含有設備資機材（・ 

２．本工事に、建築工事、電気設備工事を含む場合、建築工事、電気設備工事はそれぞれの工事特記仕様書による。

㎡とする。

22 総合試運転調整

23 電動機

24 容量等の表示

25 耐震施工

(2) 新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。

26 非破壊検査

27 試　験

・ 実施する

非破壊検査等による埋設物の調査（範囲は監督職員の指示による。）

設備機器の固定は施設の分類に応じて次によるほか、

「建築設備耐震設計・施工指針2014年版（独立行政法人建築研究所　監修）」による。

 ・ 一般の施設
階 機器種別

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

 ・ 特定の施設

上層階、

中間階

地階及び１階

屋上及び塔屋 防振設置機器

防振設置機器

防振設置機器

機　器

水槽類

機　器

水槽類

機　器

水槽類

2.0

2.0

2.0

1.5

1.5

1.5

1.0

1.0

1.5

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

0.6

0.4

0.6

0.6

10～12階建の場合は上層3階 13階建以上の場合は上層4階

上層階とは、

中間階とは、地階、１階を除く各階で上層階に該当しない階

・ ﾎﾞｲﾗｰ　　・ 冷凍機　　・ 冷温水機　　・ 冷却塔　　・ 中央監視装置　　

・ 空気調和機（ ・ ﾕﾆｯﾄ形　　・ ｺﾝﾊﾟｸﾄ形　　・ ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形 ）　

・ 水槽類（ ・ 受水タンク　・ 高置タンク　・ 　　　　　）　

水槽類にはオイルタンクを含む

1)

2)

3)

4)

5)

機器種別の欄の「機器」は、防振設置機器、水槽類以外の機器を示す

重要機器とは、以下の機器とする

設計用標準水平震度

・ 消火設備機器　　　・ 排煙設備機器　

・ 水量調整

総合試運転調整の実施 （測定箇所等は監督職員の指示による。）

・ 風量調整

・ 室内気流及びじんあいの測定

・ 飲料水の水質の測定

・ 室内外空気の温湿度の測定

・ 騒音の測定

・ 雑用水の水質の測定

(1) 設計用水平地震力は、機器の質量(kN)（水槽類は満水時の液体重量を含む設備機器総重量）に、

(1) 機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

(2) 電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

地域係数1.0及び次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

(2) 設計用鉛直地震力は、設計水平地震力の 1/2 とする。

(1) 各種配管の試験は、新設配管に適用する。

実施区分 ・ 別途

調整項目

・ 本工事

2～ 6階建の場合は最上階 7～ 9階建の場合は上層2階

29 配　管

はつり 用いて施工する。

(2) はつり工事は、事前に走査式埋設物調査を行い監督職員に報告する。

(3) 既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴あけは、図示のない場合，ダイヤモンドカッターによる。

・ 

・ 

30 既存躯体への穿孔・ 

31 天井仕上区分

32 塗装、仕上げ

33 保　温

図面中、（　　　　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

(1) 穿孔機械を使用して既存躯体に穿孔する場合は、金属探知機により電源供給が停止できる附属装置等を

屋内

屋外
・ 冷媒管

・ ドレン管

・ 指定色塗装

・ 指定色塗装

・ 指定色塗装

・ 

露出機材の塗装及び仕上げ

・ 屋外露出部（ ・ 機器類　・ 配管類(弁類を含む)）は（ ・ 凍結防止ヒーター　・ 防凍保温 ）を行う。

・ 消火配管

・ 

・ 膨張管 ・ ドレン管

保温厚さは配管の呼び径25以下は50mm以上、呼び径32以上は40mm以上とする。

・ 共同溝、トレンチの保温は（標準仕様書の施工箇所）を適用する。

・ ドレン配管 ）の保温外装は（ ・ 保温化粧ケース ）とする。

34 電線類 電線及びEMケーブルは、標準仕様書第4編1.5.1 表4.1.11 による。

・ 多湿箇所（天井内とも、多湿箇所）の対象室名： ・ ・ 

・ 屋内露出部（ ・ 冷媒管

対象機器類

対象配管類

凍結防止ヒーター

防凍保温

自己サーモ式とし、防凍保温を施す

標準仕様書第2編3.1.4 及び3.1.5 による。ただし、

・ 

・ 給水配管

ステンレス鋼管の接合

溶接部の非破壊検査

溶接部の非破壊検査

建築物導入部の

変位吸収方法

標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）による

）

・ 

・ ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄを使用 ・ ﾎﾞｰﾙｼﾞｮｲﾝﾄを使用 ・ ｽﾘｰｸｯｼｮﾝ

・ 要 ・ 標準仕様書による ・ 

）

（ 抜取率：

（ 抜取率： ・ 標準仕様書による % 

% 

）

・ 不要

・ 呼び径 60Su以下（SAS322を満足した継手

・ 行う

配管

28 地中埋設標等 地中埋設標等

地中埋設標 ・ 不要

埋設表示用テープ ・ 不要

・ 要（　・ 給水管　　・ ガス管　　・　　　　）

・ 要（　・ 給水管　　・ ガス管　　・　　　　）

21 運転操作説明板 系統図、機器等の取扱い方及び重要な定期点検項目を記載したアクリル樹脂製の板を機械室に設ける。

説明板の大きさは、約

・ Ⅱ

風圧力

積雪荷重

４ 工事の記録等 報告に用いる書式等

※ 監督職員の指示による ・ 

５ 電気保安技術者

）

）

施工日・施工時間

工事車両の駐車場所

資機材置場所

その他

）

・ 無

・ 無

６ 施工条件 施工条件

・ 有（

※ 有（駐車場所： ※ 工事用地内　・ 

※ 有（置 場 所： ※ 工事用地内　・ 

・ 配置する ・ 配置しない

(3) 設備機器の設置、取合い等が検討のできる施工図を作成し、監督職員の確認を受ける。

(1) 建築､電気設備､機械設備等の工事区分は工事区分表による。

これにより難い場合は監督職員と協議する。

電気保安技術者の配置

・ 面積規模（ ）㎡程度

17 施工調査 改修標準仕様書による他、下記による。

・ 別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

・ 本工事で設置する。（改修標準仕様書第1編2.2.1 によるほか下記による。）

・ 既存の建物内の一部を使用する

本工事に要する工事用電力、水及び官公署その他への諸手続きなどの費用は、すべて受注者の負担とする。

13 監督職員事務所

14 工事用仮設物

15 工事用電力､水､その他

16 足場その他

・ 設ける（

・ 構内に工事用仮設物をつくること出来る

・ 内部足場（

・ 外部足場（

種、 種　）

種、 種　）

事前調査

はつり及び穿孔作業を行う場合、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告すること。

既存部分の養生は、改修標準仕様書第1編3章による。18 養　生

調査項目

調査範囲

調査方法 ・ 

・ 

・ 

・ 本工事

・ 既存資料調査

・ 図示による

・ 図示による

・ 山砂の類

・ 根切り土の中の良質土（ただし ・ コンクリート管 ・ 以外の管の周囲は山砂の類）

19 埋め戻し土、盛土

・ 

処理内容

（ ）km

処理場所

受け入れ場所

処置方法

搬出距離

処置方法

※ たい積

・ たい積

20 建設発生土の処理 建設発生土の処理

※ 構外搬出適切処理

・ 構外指示の場所

・ 構内指示の場所

・ 敷きならし

・ 敷きならし

施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は発注者に移譲するものとする。

CADデータを貸与する場合、当該工事における完成図又は施工図の作成以外に使用してはならない。

完成図

・ 紙ベース

CD-R

CD-R

提出媒体

枚

枚

部

部パイプ式ファイル

二つ折り製本

換気扇、圧力扇及び標準仕様書に記載なく、特記のないものの電動機の保護規格は、

製造者規格による標準品としてよい。

冷却水管

膨張管､空気抜き管､

膨張ﾀﾝｸよりﾎﾞｲﾗｰ

等への補給水管

ドレン管

(2) 建築工事、設備工事を含めた総合図を作成し、監督職員の確認を受ける。

標準仕様書第1編1.7.3 による保全に関する資料

・ 紙ベース

※ 電子データ

※ 電子データ(PDF形式) CD-R

CD-R

部

枚

枚

パイプ式ファイル

(ｵﾘｼﾞﾅﾙ形式)

3.試験成績書 4.機器、配管の固定

1.機器製作図 2.制御システム図 

・ CADデータの貸与

・ 紙ベース

※ 電子データ(PDF形式)

※ 電子データ(PDF形式)

CD-R

CD-R

部

部

部

枚

枚

パイプ式ファイル

パイプ式ファイル

二つ折り製本

・ 紙ベース

・ 施工図

・ 施工計画書

）

（・ 既存完成図の修正）

図示の位置に取り付ける。

（ ・ 槽内 ・ ）の吊り金物、支持金物類はステンレス鋼製（SUS304）とする。

35 絶縁継手

36 吊り及び支持金物

撤
去
工
事 ダクト及び配管等の支持金物及び吊り金物は本工事にて撤去する。

１ 保温材

２ 支持金物等

３ 石綿含有材料

保温材は、配管・ダクト等より分離する。

(1) 下記の材料については施工前に、石綿含有材料の有無を調査し、監督職員に報告する。

石綿を含有する場合は、「建築工事における建設副産物管理マニュアル」に従い適切に処理する。

1)ダクト用ガスケット

2)配管用ガスケット

3)たわみ継手

4)配管エルボ部保温用成形練り材

４ 発生材の処理 一般共通事項　7 発生材の処理等 による

５ 冷媒(フロン類)の回収 冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は、改修標準仕様書第3編2.4.3 により次の書類を監督職員に

提出する。

・ フロン回収行程管理表（破壊処理を含む）の写し

・ 特定家庭用機器廃棄物管理票（家電リサイクル券）の写し

・ 臭化リチウムは再生証明書の写し

・ 指定色塗装 ・ 

・ 冷媒管

・ ドレン管
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広島事務所：〒730-0024 　広島県広島市中区西平塚町8-12シャトレ三陽203　　　TEL 082-543-4602 / FAX 082-543-4603

一 級 建 築 士 事 務 所 　 広 島 県 知 事 登 録 第 1 9 ( 1 ) 5 3 7 6号 　 一 級 建 築 士 　 中 薗 哲 也 　 大 臣 登 録 第 3 1 3 5 8 9 号 DATEAPPD. CHKD. DWN.

TITLE

三次市農業交流連携拠点施設改修等工事 機械設備工事 特記仕様書

2023.12.01
DWG.NOSCALE

N.S. M-001

撤去一式

新設一式 新設一式

農産物等売場 飲食施設

農業交流連携拠点施設 木造 平屋建 1,066.27㎡

広島県三次市東酒屋町１０４３８番地

30.9

34.3

34.9

34.7

65

53

51

51

28.0 成行

-0.2 70 19.0 成行



空調機取付用吊金物

空調機

パネル

農産物等売場 室内機取付要領図(参考)

※ 臭気対策及び逆流防止対策を行うこと。

空調機支持溝形鋼固定用金物
空調機支持溝形鋼
t5×50×100 1450L

防振吊金物

空調機取付用吊金物

空調機

パネル

飲食施設 室内機取付要領図(参考)

※ 臭気対策及び逆流防止対策を行うこと。

防振吊金物

空調機支持溝形鋼固定用金物
空調機支持溝形鋼
t5×50×100 1000L

NOTE

一級建築士事務所 ナフ・アーキテクト アンド デザイン 有限会社

JOB.NO

PROJECT TITLE

広島事務所：〒730-0024 　広島県広島市中区西平塚町8-12シャトレ三陽203　　　TEL 082-543-4602 / FAX 082-543-4603

一 級 建 築 士 事 務 所 　 広 島 県 知 事 登 録 第 1 9 ( 1 ) 5 3 7 6号 　 一 級 建 築 士 　 中 薗 哲 也 　 大 臣 登 録 第 3 1 3 5 8 9 号 DATEAPPD. CHKD. DWN.

TITLE

三次市農業交流連携拠点施設改修等工事 空調設備 機器表（改修後，改修前）

2023.12.01
DWG.NOSCALE

N.S. M-002

空調設備　機器表（撤去）

消費電力
機 器　名　称

電   源 設 置 場 所

備      考

機器

番号
（V）

室 名
電 圧

数

台

（φ）

相
仕　　　　様

※4 室内機からリモコンまでの配線（EM-CEE1.25□-2C）は本工事とする。

※3 室外機と室内機の連絡配線は冷媒管と共巻きとし本工事とする。 

※2 電気容量は参考値とし、能力は記載値以上とする。

PAC-8 壁掛型型　　式：

PAC-7

空冷パッケージエアコン

冷房能力：

附 属 品： ドレンアップメカ、附属品一式

10.0 kw

3 200 2

暖房能力： 11.2 kw

消費電力
機 器　名　称

電   源 設 置 場 所

備      考

機器

番号
（V）

室 名
電 圧

数

台

（φ）

相
仕　　　　様

ビル用マルチエアコン室外機 冷暖切替型型　　式：PAC-10

冷房能力：

附 属 品： 防雪フード(吹出口)、凍結防止ヒーター

85.0 kw

屋外3 200 1

暖房能力： 95.0 kw 25.00（冷房）

型　　式：

冷房能力：

附 属 品： オートグリルパネル、ロングライフフィルター

14.0 kw

農産物等売場1 200 6

暖房能力： 16.0 kw

天井埋込カセット形　4方向吹出（同時ツイン）型　　式：

冷房能力：

附 属 品：

10.0 kw

飲食施設3 200 1

暖房能力： 11.2 kw

壁掛型（同時ツイン）型　　式：空冷パッケージエアコン

冷房能力：

附 属 品： ドレンアップメカ、附属品一式

20.0 kw

農産物等売場3 200 2

暖房能力： 22.4 kw

農産物等売場

空調設備　機器表（新設）

空冷パッケージエアコン

PAC-10-1 空冷パッケージエアコン

（暖房） 28.70

指定色塗装

PAC-11 空冷パッケージエアコン 指定色塗装

PAC-11-1

天井埋込カセット形　2方向吹出

（kw）

0.20（冷房）

（暖房） 0.20

2.30（冷房）

（暖房） 2.45

（kw）

（冷房）

（暖房） 6.94

6.75

（冷房）

（暖房） 3.28

2.90

防振吊金物、ワイヤードリモコン、附属品一式

防雪高置台(500H)、防振ゴムパッド、附属品一式

防雪フード(吹出口)、凍結防止ヒーター

防雪高置台(500H)、防振ゴムパッド

オートグリルパネル、ロングライフフィルター

防振吊金物、ワイヤードリモコン、附属品一式

（圧） 13.7＋12.3

（圧） 1.79

※1 オゾン破壊係数0のものとする。

※5 グリーン購入法(2015年)適合機器とする。

※6 配管等の防火区画貫通は、令129の2の5及び告示1422号による。

※7 能力及び消費電力はJIS B 8616に規定された定格条件による。 



R

R

※但し、WP印は防水型ステンレス製とする。

222

特記なき配線は下記による。

EM-CEE2°-2C(E25)

B

C

D

E

F

G

EM-CEE2°-2C(E25)×2

EM-CEE2°-2C×6(E51)

EM-CEE2°-2C×2(E31)

EM-CEE2°-2C(E25)×6

EM-CEE2°-2C×5(E51)

EM-CEE2°-2C×4(E51)

200×200×200（SS）

プルボックスリスト

記号 名称

222

記号

露出配管配線

位置ボックス

プルボックス

各種

仕様

特記なき記号は下記による。

各種

名称

ドレン管

冷媒管

冷媒配管サイズ表

記号 液管 ガス管

A 6.4 12.7

B 9.5 15.9

C 9.5 19.1

D 9.5 22.2

E 12.7 25.4

F 12.7 28.6

G 15.9 28.6

H 19.1 31.8

I 19.1 38.1



記号

特記なき記号は下記による。

名称

ドレン管

冷媒管

冷媒配管サイズ表

記号 液管 ガス管

A 6.4 12.7

B 9.5 15.9

C 9.5 19.1

D 9.5 22.2

E 12.7 25.4

F 12.7 28.6

G 15.9 28.6

H 19.1 31.8

I 19.1 38.1


